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研究の概要 

� 研究目的 

	 この調査研究は、文部科学省先導的大学改革推進委託事業「超スマート社会

における情報教育カリキュラム標準の策定に関する調査研究」として実施した

ものである。	 大学学部段階における情報学の専門教育の指標となっている「大

学の理工系学部情報系学科のためのコンピュータサイエンス教育カリキュラム

Ｊ９７」や「情専門学科カリキュラムＪ０７」の内容を、最新の科学技術の進

展や国際的動向、日本学術会議の策定した「大学の分野別質保証のための教育

課程編成上の参照基準	情報学分野」（情報学分野の参照基準）などを踏まえた

新たなカリキュラム標準として見直す必要がある。本事業では、高等教育機関

おける情報学の専門教育の現状、国際的な動向、新たなカリキュラム標準に対

する産業界の要望、などについて調査し、大学の情報系学部学科の教育の在り

方、及び非情報系学部学科において共通的に求められる情報教育の在り方、に

ついて有識者による検討を行い、『新たなカリキュラム標準の体系案』につい

て提言を得ることを目的としている。	

� 研究組織 

	 この調査研究は、教育担当理事を中心とする情報処理学会理事と情報処理教

育委員会の委員長・J17WG 主査等からなる事業実施統括委員会が統括の下に行

った。事業実施統括委員会の構成はつぎの通りである。	

事業実施統括委員会 

	 委員長 	 高岡	詠子	 	情報処理学会教育担当理事（上智大学）	

	 副委員長 	美馬	のゆり情報処理学会教育担当理事（公立はこだて未来大学）	

	 委員 	 		萩谷	昌己	 		情報処理教育委員長（東京大学）	

	 委員 	 		浅井	光太郎	 情報処理学会副会長（三菱電機(株)）	

	 委員 	 		今岡	仁	 				情報処理学会理事（ＮＥＣ	データサイエンス研究所）	

	 委員 				北村	操代	 	 情報処理学会理事（三菱電機(株)情報技術総合研究所）	

		委員 				鳥澤	健太郎	 情報処理学会理事（情報通信研究機構）	 	 	 	 		

	 委員 				中川	八穂子	 情報処理学会理事（(株)日立製作所）	

	 委員 				長谷川	輝之	 情報処理学会理事（KDDI(株)）	

	 委員   筧	捷彦	 	 情報処理教育委員会	J17WG 主査（元早稲田大学）	

	 委員 	 	 掛下	哲郎	 	 海外動向調査 WG 主査（佐賀大学）	

	 委員 	 	 角田	博保	 	 CS	学科領域 WG 主査（元電気通信大学）	

 委員 	 	 寺田	真敏	 	 サイバーセキュリティ(CyS)	WG 主査（中央大学）	
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	 委員 	 	中野	美由紀	 データサイエンス(DS)	WG 主査（産業技術大学院大学）	

	 委員 	 	佐渡	一広	 	教育認定(AC)WG 主査（群馬大学）	

 委員 	 	稲垣	知宏	 	教養基礎教育段階(GE)WG 主査（広島大学）	

	 委員 	 	長尾	和彦	 	専門基礎教育段階(Eng)WG 主査（弓削商船高等専門学校）	

		

	 事業の実施には、情報処理学会情報処理教育委員会の委員の多くがあたった。

具体的には、下に示す通り、本事業の事業項目ごとに WG を設置して実作業を行

った。WG の主査は、原則として情報処理教育委員会の委員であった。WG の委員

は、その WG が担当する事業内容に該当する既設の教育関係委員会が存在してい

る場合は、ほとんどがその該当委員会の委員であった。WG の委員リストは個別

の調査研究の報告の中に記すこととし、ここでは WG とその主査だけを記す。	

	

(A)  情報教育カリキュラム標準の策定に関する、調査及び指針の策定	

� 海外動向調査 WG	主査	 掛下	哲郎（佐賀大学）	

(B)  情報学を専門とする学科対象の教育カリキュラム標準の策定及び提言	

� CS	学科領域 WG		主査	 角田	博保（元電気通信大学）	

� IS	学科領域 WG		主査	 冨澤	眞樹（前橋工科大学）	

� CE	学科領域 WG		主査	 岡部	忠（東海大学）	

� SE	学科領域 WG		主査	 井上	克郎（大阪大学）	

� IT	学科領域 WG		主査	 駒谷	昇一（奈良女子大学）	

� サイバーセキュリティ(CyS)	WG	主査	 寺田	真敏（中央大学）	

� データサイエンス(DS)	WG	主査	 中野	美由紀（産業技術大学院大学）	

� 教育認定(AC)WG		主査	 佐渡	一広（群馬大学）	

(C)  教養教育として必要な情報教育カリキュラム標準の策定	

� 教養基礎教育段階(GE)WG	主査	 稲垣	知宏（広島大学）	

(D)  専門基礎教育段階に対する情報教育カリキュラム標準の策定方策の提言	

� 専門基礎教育段階(Eng)W	主査	 長尾	和彦（弓削商船高等専門学校） 

 

� 研究期間および経過 

研究期間：受託日から平成 30 年 3 月末日まで	

研究経過： 	

	 本研究調査は、WG の主査が担当作業の実施を主導して行った。	

	 WG 相互の情報交換は、WG 間連絡会議を月に 1 回を目途としてつぎのとおりに

開催した。このうち、括弧書きしたものは、委託事業開始に向けての準備会と

して開催したものである。	

	 	 (11 月 24 日)、12 月 22 日、1 月 22 日、2 月 19 日	

同じく月に 1 回を目途として事業実施統括委員会をつぎの通りに開催して、そ

の期間の調査研究の進展について WG の報告を	 聴取するとともに、進捗の管理
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運営にあたった。	

	 （11 月 29 日）、12 月 27 日、1 月 22 日、3 月 27 日	

	 3 月 13 日 9:30〜12:00 には、情報処理学会第 80 回全国大会の中で、「カリ

キュラム標準 J17 と情報教育」と題するシンポジウムを開催して、この委託事

業によって策定を行った専門学科向けカリキュラム標準を中心にその内容を紹

介し、産学両サイドの立場からの反応を聞き意見交換を行った。また、3 月 13

日 13:20〜15:50 には「新しい一般情報教育の知識体系」と題するシンポジウム

を開催して、この委託事業によって策定を行った一般情報教育のカリキュラム

標準の内容について、その知識体系を紹介するとともに，新たな一般情報教育

をどのように進めていくのか，現状の課題と最新の動向，将来へ向けた産学の

期待について意見交換を行った。また、3 月 15 日の 9:30〜12:00 には「ソウル

協定と情報専門分野の認定」と題するシンポジウムを開き、この委託事業で行ったカ

リキュラム標準と教育認定での認定基準との相互比較結果について報告を行っ

た。  

	 また、文部科学省の担当者には、月 1 回を目途としてつぎの日取りで事業進

捗の報告を行った。	

			12 月 27 日、3 月 6 日	

� 本報告書の構成 

	 本報告書の構成は、次の通りである。	

	 各 WG による調査研究の報告を単位報告として、A 部、B 部、C 部、D 部の４部

に分けて構成し、その合本の形で構成してある。各部の先頭には色紙を置いて、

それぞれの区分が一瞥できるようにした。	 	

	 A 部は「情報教育カリキュラム標準の策定に関する調査及び指針の策定」に

関する報告が集めてある。具体的にはつぎの 2 つの項目に対する報告書からな

る。	

� 情報教育カリキュラム標準の策定に関する指針の策定	

� 情報教育カリキュラム標準の策定に関する海外調査	

	 B 部は「情報学を専門とする学科対象の教育カリキュラム標準の策定及び提言」に関す

る報告が集めてある。具体的にはつぎの 8 つの項目に対する報告書からなる。	

� カリキュラム標準 CS	

� カリキュラム標準 IS	
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� カリキュラム標準 CE	

� カリキュラム標準 SE	

� カリキュラム標準 IT	

� 側面別カリキュラム標準 Cyber	Security	

� 側面別カリキュラム標準 Data	Science	

� 教育認定	

	 C 部は「教養教育として必要な情報教育カリキュラム標準の策定」の報告書を収めてい

る。	

		D 部は「専門基礎教育段階に対する情報教育カリキュラム標準の策定方策の提言」の報

告書を収めている。	

□	
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はしがき 
	

	 本報告書は、情報処理学会が文部科学省先導的大学改革推進委託事業「超ス

マート社会における情報教育カリキュラム標準の策定に関する調査研究」を受

託して行った調査研究の結果を取りまとめたものである。その調査研究は、実

質的に情報処理学会の情報処理教育委員会が担当して行った。ここでは、この

委託事業を受託することになった背景を説明し、その事業実施の状況を記して

おく。	

	 情報処理教育委員会は、情報処理学会として初めて理工系の情報専門学科向

けのカリキュラム J90 を策定したのを機に設置された委員会である。設立当初

の活動対象は、主として大学における情報専門教育にあった。1997 年には日本

国内の状況に即した「大学の理工系学部情報系学科のためのコンピュータサイ

エンス教育カリキュラム J97」を公開・出版している。	

	 その後、この委員会の活動対象はカリキュラム検討から広がって、教育認定

（アクレディテーション）制度の導入を検討にまで進んだ。折しも工学分野で

も教育認定制度の導入が検討されていたこともあって、情報処理学会は日本工

学教育認定機構(JABEE)に参画することになった。JABEE の認定制度を立ち上げ

るには、認定の基準を定める必要が生じ、それには標準的なカリキュラムがあ

ることが役にたった。当時、想定されていた学科の形としては、コンピュータ

サイエンス	(CS)、情報システム(IS)が主であったが、よりハードウェアに近い

部分を対象とするコンピュータ工学(CE)や、大規模ソフトウェアシステムを対

象とするソフトウェア工学(SE)も対象としたものも含めて、標準カリキュラム

が策定されて来ていた。	

	 米国では、ACM/IEEE-CS/AIS	が継続的に標準カリキュラムの改定作業を行な

っていたが、1990 年代後半のインターネットとウェブシステムの誕生・発展に

よって、それら IT を駆使したシステムを対象とする技術者育成を目標とする新

しい形の学科が生まれてきたことを受けて、インフォメーションテクノロジ

(IT)という標準カリキュラムが誕生した。J97 策定から 10 年後には、情報処理

学会としても J97 の改定を行うべきだという声に押されて情報処理教育委員会

が主体となって 2007 年度に策定したカリキュラム標準は	J07	と呼ばれること

になった。	
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	 早いもので、それから 10 年が経とうとしている。技術発展が急激である情報

分野にあっては、10 年一昔どころか、10 年経つと枠組みから物事が変わってし

まう。情報処理教育委員会でも遅くとも 2017 年度には J07 の改定を終えて	J17	

として世に問うべきであるということになり、準備を進めていたところであっ

た。	

	 2016 年 3 月には、日本学術会議が情報学分野に対する学部教育の参照基準を

公表した。この参照基準が策定される過程では、情報処理教育委員会でもあれ

これと議論し意見発表などもして大いに貢献したのであった。その参照基準で

は、従来からの「理工系」の情報専門教育で扱うことがらに加えて、「エ：情

報を扱う人間社会に関する理解」という項目が付け加えられている。このエを

J17 でどう扱うかは、J17 策定作業にとって一つの大きなポイントになることは

必至である。	

	 実際、大学側での動きを見ても、理工系に限定されることなく、文系学部に

あっても「情報」を学科名や学部名に冠したものが多くなっていることに気が

つく。J17 策定にあたっては、こうした学部学科の実態の調査も行う必要があ

ると強く感じられるようになってきたタイミングで、文部科学省が先導的大学

改革推進委託事業の一環として 2016 年度の「超スマート社会における情報教育

の在り方に関する調査研究」に引き続き、2017 年度に「「超スマート社会にお

ける情報教育カリキュラム標準の策定に関する調査研究」というタイトルでの

受託者を公募していることを知り、応募したところ受託するができたというの

が背景である。	

	 2016 年度の委託事業で行なった全大学を対象とする情報教育（共通基礎教育、

専門基礎教育、専門学科教育を網羅）の現状調査、海外調査の結果を出発点と

して、この委託調査研究では、米国での情報教育カリキュラム策定状況の追加

調査、欧州での情報教育カリキュラム策定の調査、豪州での情報教育カリキュ

ラム調査を行うとともに、日本の状況を踏まえつつ国際的なカリキュラム標準

を元に情報専門学科に対するカリキュラム標準の日本でのカリキュラム標準の

策定を行った。加えて、J07 に引き続き、共通教育・教養教育過程での情報教

育のカリキュラム標準の策定を行った。	

		新しいうねりとしてのサイバーセキュリティとデータサイエンスについて

は、それらの側面に限定して何をどのようにカリキュラムに落とし込むかの

具体案作成に取り組んだ。サイバーセキュリティについては、成案を得るこ



 iii 

とができたが、データサイエンスについては他国の状況を見てもカリキュラ

ム標準を策定する段階までには内容が確定してきていないこともあって、次

年度以降に向けての課題として残った。	

		情報専門学科以外の学科・学部においても、その専門基礎レベルでの情報

教育が強く求められている。これに呼応する形でのカリキュラム策定へ向け

て、一方で踏み込んだ提言をまとめることができた。	

	 	 短期間の調査研究であったが、一定の成果が得られたことを多としたい。	

	

「超スマート社会における情報教育カリキュラム標準の策定に関する調査研究」	

事業実施統括委員会委員長	 高岡	詠子	
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1. はじめに 

	 事業統括委員会は、この事業全般にわたる調査研究事業の指針を立て、事業項目ごとに

もうけた担当 WG の活動全般を統括した。	

	 情報教育カリキュラム標準の策定に関する調査としては、前年の調査を補充することを

⽬的として、⽶国の未訪問⼤学、欧州の複数の国、オーストラリアを対象とすることとし、

調査項⽬・質問項⽬を⽂書として⽤意した上で訪問先の交渉が⾏われ、オーストラリアは

ACS (Australian Computer Society) から⽂書で回答をしてくれるとの申し出があったの

で、直接訪問することを割愛した。 

		情報学を専⾨とする学科対象の教育カリキュラム標準の策定に関しては、情報処理教育

委員会の下に設けられているカリキュラム対応の委員会である、コンピュータ科学教育委

員会、情報システム教育委員会、コンピュータエンジニアリング教育委員会、ソフトウェ

アエンジニアリング教育委員会、インフォメーションテクノロジ教育委員会に、WG を設

けて、それぞれ J07 の CS, IS, CE, SE, IT のカリキュラム標準を元に、ACM/IEEE-CS/AIS

で進められている対応カリキュラム標準の改定も参考にして、策定を⾏うことを求めた。 

  その策定結果を相互に俯瞰できるよう、⽇本学術会議が定めている情報学分野に対する
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カリキュラム標準が策定できれば、その必要部分を抜き出して、理⼯系の他学部・他学科

向けの専⾨基礎教育段階に対する情報教育カリキュラム（いわゆる副専攻カリキュラム）

を策定できることが期待される。しかしながら、今回の⽐事業実施期間が短いことを考え

ると、CS, IS, CE, SE, IT のカリキュラム標準策定を⾏う WG に副専攻カリキュラムまで

策定する時間余裕はない。そこで、別に WG を設けてこうした課題について調査研究を⾏

ってもらうこととした。 

 

2. 参照基準への対応 － CS,IS,CE,SE,IT,GE 

	 CS,	IS,	CE,	SE,	IT,	GE	それぞれのカリキュラム標準の大枠が固まった時点で、情報

学分野の学部教育参照基準に盛られている知識・スキルの項目表にそのカリキュラム標準

が対応しているものに印をつける作業をしてもらった。その結果を表１〜表６に示す。	

		それぞれの表で、右側に並べられている列は、そのカリキュラム標準の大項目にあたる

分類に対している。大項目の立て方は、カリキュラム標準によって異なるから、列の数も

違っている。また、WG 間連絡会議で議論をしてもらったものの、カリキュラム標準策定の

途中段階にあっては参照基準の項目に「対応している」ことの深さ・強さを統一的な記号

や数値で表すところまでには至らなかった。	

		それでも、学科類型の CS,	IS,	CE,	SE,	IT	がどんな違いを持つのか、どんな共通性が

あるのかを見たいし、共通教育・一般基礎教育段階な	GE	とどんな違いが見られるのかを

見たい。そこで、「対応している」という記号が一つでも書かれていれば“●”をつける（一

つも記号がついてなければ空欄とする）ことにして、CS,	IS,	CE,	SE,	IT,	GE	の「対応」

状況を示したのが表７である。見ての通り、「対応」することの意味づけや、その深さ・強

さの表記が統一されていないまま、「一つでも印が付いていれば」“●”としたので、例え

ば CS は全ての項目に“●”がついている、といった具合に、細かいところまで読み取るこ

とはとてもできない。それでいながらも、部分部分ではカリキュラム標準同士での違いが

すけて見えている。	

		これを出発点として、相互に知恵を出し合って、参照基準を介して、それぞれのカリキ

ュラム標準の特徴がわかりやすく表示できる方法が生み出されることを期待したい。	

	



	 3	

	

	

図	1	参照基準への対応－CS	
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図	2 参照基準への対応－IS	



	 5	

	

	

図	3 参照基準への対応－CE	
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図	4 参照基準への対応－SE	
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図	5 参照基準への対応－IT	
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図	6 参照基準への対応－GE	
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図	7	参照基準への対応－全て	
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1．概要 

WG 1

WG EU

WG

2  

1. ACM Association for Computing Machinery IEEE-CS IEEE 

Computer Society CS 2013 Computer Science CE2016 Computer 

Engineering SE2014 Software Engineering IS2010 Information Systems

IT2017 Information Technology CSEC2017 Cyber Security

CSEC2017 2018 2 22

J17 2018  

2. ACM Data Science 2

 

3. ABET Accreditation Board for Engineering and Technology

ABET ABET

ACM

ABET CSEC2017  

4. ACM CC2020 1

2012 2 J17

 

5. Stanford CS Hofstra CE Kennesaw IT 3

 

6. Bologna Process

3

 

                                                   
1 Clear, A. et al., “CC2020: a vision on computing curricula”, Proc. SIGCSE, pp. 647-648, 
March 2017. 
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7. CBOK IT

3 CBOK

 

8. 

 

2．米国調査 

 

� Stanford CS ACM CS2013  

� Hofstra CE Kennesaw IT  

� ABET/CAC CSAB  

� CC2020  

2.1 Stanford 大学（CS 分野）における情報教育 

Stanford Times Higher Education 3

Palo Alto 7,032 9,304

2,180 347 3.7 54 5,770

Stanford

 

Stanford Department of Computer Science

 

� 3

10 1 1 1 Unit

2 1 Course 3 Unit  

� 

 
  Unit   

 

Thinking Matters 1 Course  
Ways of Thinking / Doing 11 Course  
Writing and Rhetoric 3 Course  
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  Unit   
Language 4-5 Unit  

 

Mathematics 26 Unit  
Science 11 Unit  
Technology in Society 1 Class  
Engineering Fundamentals 13 Unit  
Track (Core) 15 Unit 

 Track (Depth, Elective) 25 Unit and 7 Course 
Senior Project 1 Course 

� Computer Science Bachelor of Computer Science

8

Big 4  

Ø Artificial Intelligence (72 ) 

Ø Human Computer Interaction (56 ) 

Ø Systems (50 ) Operating Systems and Networks 

Ø Information (49 ) Databases and Data Science 

Ø Program Sheet  

https://cs.stanford.edu/degrees/undergrad/ProgramSheets.shtml  

� Stanford CS

https://cs.stanford.edu/degrees/undergrad/  

専門分野 
レベル 

総計 
0 1 2 3 4 5 8 

Introductory, miscellaneous 6 36 6 2 2  8 60 
Hardware Systems  2 3 2    7 
Artificial Language 3 1 9 4 1 1  19 
Numerical Analysis  1 9 5  1  16 
Software Systems 5 13 12 6 3 6  45 
Mathematical Foundation of 
Computing 5 3 3 1    12 

Analysis of Algorithms 1 5 3 2    11 
Computational Biology and 
Interdisciplinary Topics  1 9 8 2   20 

Professional Practice 1 3    1  5 
Independent Study and Practicum  36 2 32 8   78 

総計 21 101 56 62 16 9 8 273 
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0 CS  3  

1  4  

2 

 

5  

8  

� 

Teaching Status

Stanford CS

5  
回答 履修率 説明 

0 0  
1 12.5% 25  
2 37.5% 25 50  
3 62.5% 50 75  
4 87.5% 75  
5 100%  

 
� 75

 

0 20 40 60 80 100

一般情報教育

情報一般の原理

情報の変換と伝達

情報の表現・蓄積・管理

情報の認識と分析

計算

各種の計算・アルゴリズム

コンピュータのハードウェア

入出力装置

基本ソフトウェア

社会において情報が創造・伝達される過…

情報を扱う人間の特性と社会システム

経済システムの存立と情報

情報技術を基盤にした文化

近代社会からポスト近代社会へ

情報システムを開発する技術

情報システムの効果を得るための技術

情報に関わる社会的なシステム

情報システムと人間のインタフェースに関…

情報学を学ぶ学生が獲得すべき専門的…

情報学を学ぶ学生が獲得すべきジェネ…

その他

カテゴリ毎の履修率（%）
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コース番号. コース名 
CS103 Mathematical Foundations of Computing 
CS105 Introduction to Computers 

CS106A Programming Methodology 
CS106B Programming Abstractions 
CS106X Programming Abstractions (Accelerated) 
CS107 Computer Organization and Systems 
CS108 Object-Oriented Systems Design 
CS140 Operating Systems and Systems Programming 
CS142 Web Applications 
CS143 Compilers 
CS144 Introduction to Computer Networking 
CS145 Introduction to Databases 
CS147 Introduction to Human-Computer Interaction Design 
CS149 Parallel Computing 
CS154 Introduction to Automata and Complexity Theory 
CS157 Logic and Automated Reasoning 
CS161 Design and Analysis of Algorithms 
CS181 Computers, Ethics and Public Policy 
CS191 Senior Project 
CS194 Software Project 

CS210A Software Project Experience with Corporate Partner 
CS210B Software Project Experience with Corporate Partner 
CS247 Human-Computer Interaction Design Studio 

� Stanford CS Deep Learning, Data Science

CS2013 ACM  

� Stanford CS  2005 100

2008

340

2000 10 20

TA

 

� 

 

� Senior Project Software Project
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Senior Project

Software Project Project  

� 

PC Git Jenkins Chef JUnit

 

� Stanford CS CS106A Programming Methodology

1,500 1,500

CS106A TA TA

1 CS106A

10-12

TA

3 60 100

TA  

� 

CS

 

� 

Stanford SAT

Stanford IT

 

2.2 Hofstra 大学（CE 分野）における情報専門教育 

Hofstra Hofstra

Computer Science CS CE 2

CE  

CE 1 41 8

95 5

  

/Web
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CE ACM/IEEE CE2016

Python C++ Java

 

TA Teaching Assistant

PC PC

 

2018

ABET Stanford

 

 

2.3 Kennesaw 州立大学（IT 分野）における情報専門教育 

Kennesaw 40

Information Technology IT

bestcolleges.com Best Online College ABET

 

Kennesaw Computing and Software Engineering IT

CS IS SE

0 20 40 60 80 100

一般情報教育

情報一般の原理

情報の変換と伝達

情報の表現・蓄積・管理

情報の認識と分析

計算

各種の計算・アルゴリズム

コンピュータのハードウェア

入出力装置

基本ソフトウェア

社会において情報が創造・伝達される過…

情報を扱う人間の特性と社会システム

経済システムの存立と情報

情報技術を基盤にした文化

近代社会からポスト近代社会へ

情報システムを開発する技術

情報システムの効果を得るための技術

情報に関わる社会的なシステム

情報システムと人間のインタフェースに関…

情報学を学ぶ学生が獲得すべき専門的…

情報学を学ぶ学生が獲得すべきジェネ…

その他

カテゴリ毎の履修率（%）
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CE  

IT 4 636 11

19 IT

 

Kennesaw PC

 

Java Python C#

 

IT ABET

WG

ACM/IEEE 

IT2017  

ABET

Hofstra

ABET

 

 
Kennesaw ICT2101

0 20 40 60 80 100

一般情報教育

情報一般の原理

情報の変換と伝達

情報の表現・蓄積・管理

情報の認識と分析

計算

各種の計算・アルゴリズム

コンピュータのハードウェア

入出力装置

基本ソフトウェア

社会において情報が創造・伝達される過…

情報を扱う人間の特性と社会システム

経済システムの存立と情報

情報技術を基盤にした文化

近代社会からポスト近代社会へ

情報システムを開発する技術

情報システムの効果を得るための技術

情報に関わる社会的なシステム

情報システムと人間のインタフェースに関…

情報学を学ぶ学生が獲得すべき専門的…

情報学を学ぶ学生が獲得すべきジェネ…

その他

カテゴリ毎の履修率（%）
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Information and Communication Technology

1  

2.4 情報分野の教育認定（アクレディテーション） 

ABET Accreditation 

Board for Engineering and Technology

ABET

 

CSAB Computer Science Accreditation Board ABET

CSAB CSAB Stephen 

Seidman Allen Parrish

 

質問 1 ABET CSAB  

回答 ABET CAC Computing Accreditation Commission

2017 CAC

 

� Engineering  

� 1

IT

 

�  

� CS  

�  

� 

Ph.D.

 

質問 2 ACM IEEE-CS CS2013 CS, CE, SE, IS IT

CSAB

 

回答 ABET ACM/IEEE-CS
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ABET

 

ACM CS2013 ACM CSAB

2.4

 

2.5 サイバーセキュリティ教育に関する標準カリキュラムと認定基準 

ACM IEEE-CS 2 CSEC2017 Cyber Security Education 

Curriculum 2018 2 22 CSEC2017 

Version 1.0 2 CSEC2017 35 320

 

CSEC2017 8 Knowledge Area, KA

crosscutting concepts  

�  

�  

� 

 

� 

 

�  

� 

 

�  

�  

� adversarial 

thinking  

2.3 ABET

                                                   
2 https://www.acm.org/binaries/content/assets/education/curricula-recommendations/cs
ec2017.pdf  
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1 CSEC2017

Cyber Security CSEC2017

1

 

1 ABET  

 

3  
ABET/CAC  
� 6  
� 7  

5  
a. 45  

1. 
 

2.  
a.  
b.  
c.  
d.  
e.  
f.  

3.  
b. 6  

2.6 データサイエンス教育に関する標準カリキュラム 

Stanford Computer Science Department Mehran Sahani ACM 

CS2013 Steering Committee co-Chair ACM Data 

Science  

Data Science

 

� DB  

� AI  

�  

Computing Discipline
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ACM

DB AI Data 

Science 2   

Data Scientist

LinkedIn

Job description Required ability

 

 

 

2.7 CC2020 プロジェクトとの意見交換 

Stanford ACM CS2013

CS

10

2

4

10

 

2.2 Hofstra John Impagliazzo CE2016

IT2017 J17

ACM IEEE-CS

J17
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  CC2020

CC2020 2018 2 J17

CC2020

CC2020

 

 

� 3 WG  

� J17

 

� J17 JABEE  

� 2016 4 

competency CC2020

 

Impagliazzo  

CS2013 CE2016

IT2017  

IFIP International Federation of Information Processing WCCE 

2021 World Conference on Computer in Education

WCCE 2021 ACM/IEEE-CS CC2020

WCCE 2021

Educational Summit  

                                                   
3 Masami Hagiya, “Defining informatics across bun-kei and ri-kei”, Journal of 
Information Processing, Vol. 23, No. 4, pp. 525-530, July 2015. 
4 Tetsuro Kakeshita, “National survey of Japanese universities on IT education”, Proc. 
CSEDU 2017, pp. 607-618, April 2017. 
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3．欧州調査 

3.1 欧州における情報学の状況―Informatics Europe よりー  

2018 30 Informatics Europe

Enrico Nardelli Christina Pereira

Informatics Europe  

Informatics Europe

2005 2006

30 125

Nardelli

Microsoft Google

 

Informatics Europe ACM

1

2017 3 European Commission

AI  

Informatics Europe ACM

Informatics Europe

ACM

 

Nardelli Informatics Europe

 

Informatics Europe
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Informatics Europe

Informatics Europe

 

Nardelli ACM

ACM 40

 

Informatics Europe

2018

Microsoft

Google  

 

Informatics Europe

/ /

 



16 
 

3.2 スイスの事例  

2018 1 30 Zurich Abraham Bernstein

Zurich  

3.2.1 スイスの情報教育の背景  

20

5

 

Bernstein

2

Bernstein

 

Bernstein

 

Bernstein

80

3
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3.2.2 Zurich大学における情報専門学科の事例  

Bologna Process5 Zurich ACM

1

2 4  

1. Information Systems  

2. Software Systems  

3. People-Oriented Computing  

4. Computing and Economics

 

5 4

Zurich

 

                                                   
5 

47 49  
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2 Zurich ACM

Informatics Europe

Zurich  

Zurich 70 80

Bernstein

 

Bernstein  

3.3 英国の事例 

Cambridge King’s College London Warwick  

3.3.1 Cambridge 大学における情報専門学科の事例 

2018 1 31 Cambridge Computer Laboratory Robert Harle

 

I.  

Cambridge 3

Computer Laboratory 50 100

40  

1 75 Computer Science

25

 

1 4 1 3 4

1 1 60 1

24 2 24 3 12 1

240 60  

Harle

8 3
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20  

II. Super Vision 

Cambridge Super Vision

1 3

1 1 1 1 4

Super Vision 5 7  

III. 1  

IT 1

IT 1

AI 4  

1 20 Practical

1 Web

3

 

1

3

Java ML OCaml, Python, SQL

Raspberry Pi

Raspberry Pi Cambridge Raspberry Pi 3

1 1 4 Super Vision  

IV. 2  

2

AI

4 200

3 Super Vision

 

2 20% Group Project

Cambridge

Group Project 6 7

60 70
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Group Project

 

Group Project 10 2 2

Google

2 1

Microsoft

LEGO VR

 

V. 3  

1 2 ACM IEEE BCS

2 3

 

3 15

5  3

1

 

VI. 4  

1 3 3

4  

3 4 25

10 4

35 4  

55 5

3 1

4 IBM Google
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Cambridge  

4 Cambridge Computer Laboratory

 

VII.  

5

Computing CS

90

Computing

 

Cambridge

 

Cambridge

 

VIII.  

Cambridge Department of Computer Science and Technology

1 3  CST 75% CST 50%

CST 75% 75%

25% CST 50% 50%

25% 25%  

1A = CST 75%  L = lecture  

1B = CST 50%  P = practical  

2A = CST 75%  S = supervision Super Vision 

2B = CST 50%  *  

3 =   
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専門分野 

レベル・区分 

1A 1B 2A 2B 3 

L P S L P S L P S L P S L P S 

Foundations of 
Computer science 

12 5 3-4 12 5 3-4 
 

  
 

  
 

  

Object-oriented 
programming 

12 5 3-4 12 5 3-4 
 

  
 

  
 

  

Digital Electronics 12 7 3-4 12 7 3-4 
 

  
 

  
 

  
Discrete Mathematics 24  6-8 24  6-8 

 
  

 
  

 
  

Databases 8 4 3 
 

  
 

  8 4 3 
 

  
Graphics 8 4 2 

 
  8  2 8 4 2 16  4 

Scientific Computing 
Practical Course 

1+5*   1+5*   
 

  
 

  
 

  

Algorithms 24 3 6-8 24 3 6-8 
 

  
 

  12  3 
Operating Systems 12  3-4 12  3-4 

 
  

 
  

 
  

Machine Learning and 
real world data 

16  4 
 

  
 

  16  4 
 

  

Numerical methods 12  4 12  4          
Software and security 
engineering 

11  3 11  3          

Interaction design 8 7 2       8 7 2    
Computer design       18  5 18  5    
Concurrent and 
distributed systems 

      16  4 16  4    

ECAD and Architecture 
practical classes 

       8   8     

Economics, law and 
ethics 

      8  2       

Foundations of Data 
Science 

      12 4 3 12 4 3    

Further Java        5 2  5 2    
Group project       1   1      
Programming in C 

      
  

10 
 3 10  3    

Prolog 
      

   
8 

 2       

Semantics of 
Programming 
Languages 

      12  3 12  3    

Unix tools       8  1 8  1    
Compiler (construction,       16  4 16  4 16  4 
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optimizing, design) 
Computation theory       12  3 12  3    
Computer networking       20  5 20  5    
Human-Computer 
interaction 

      8  2    8  2 

Logic and Proof       12  3 12  3    
Artificial Intelligence       12  3 12  3    
Complexity Theory       12  3 12  3    
Concepts in 
Programming 
Languages 

      8  2       

Formal Models of 
Language 

      8  2       

Security       12  3 12  3 16  4 
Bioinformatics             12  3 
Business studies             16  2 
Denotational Semantics             10  3 
Digital Signal 
processing 

            12  3 

Information theory             12   
LaTeX and MATLAB             2  1 
Natural language 
processing 

            12  3 

Principles of 
Communications 

            24  6 

Quantum computing             8  2 
Types             12  3 
Comparative 
Architectures 

            16  4 

Computer systems 
modeling 

            12  3 

Computer vision             16   
E-commerce             8  2 
Information retrieval             8  2 
Machine learning and 
Bayesian inference 

            16  4 

Mobile and sensor 
systems 

            11  3 

System-on-chip design             12  3 
Topical issues             8  2 
Hoare logic and model 
checking 

            12  3 
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3.3.2 英国 King’s College London 大学の情報専門学科の事例  

A)  

King’s College London Department of Informatics 1

300 45 TA

20 1 TA

PC

BlueJ https://www.bluej.org/

Greenfoot https://www.greenfoot.org/door

Michael Kölling  

BCS British 

Computer Society

 

 
B)  

2018 2 2 Kölling  

King’s College London ACM

ACM BCS

1

0 20 40 60 80 100

一般情報教育

情報一般の原理

情報の変換と伝達

情報の表現・蓄積・管理

情報の認識と分析

計算

各種の計算・アルゴリズム

コンピュータのハードウェア

入出力装置

基本ソフトウェア

社会において情報が創造・伝達される過…

情報を扱う人間の特性と社会システム

経済システムの存立と情報

情報技術を基盤にした文化

近代社会からポスト近代社会へ

情報システムを開発する技術

情報システムの効果を得るための技術

情報に関わる社会的なシステム

情報システムと人間のインタフェースに関…

情報学を学ぶ学生が獲得すべき専門的…

情報学を学ぶ学生が獲得すべきジェネ…

その他

カテゴリ毎の履修率（%）



25 
 

King’s College  

A A

 

Computing

1

Python  

C)  

King’s College London 3 4

3 4

15

IT

King’s College London 1

 

King’s College London 1

Teach First

Computing in School

King’s College London  

3.3.3 英国 Warwick 大学のサイバーセキュリティ教育の事例  

Warwick Carsten Maple 2018 2 1  Maple

Council of Professors and Heads of Computing
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Warwick 3

4

2

IT

GCHQ20 3

85 90  

ACM  

Cambridge

 

50 1 2

1 1

Warwick

 

80 93

1993 800 King’s College London

Warwick A

13500

5000  

GCHQ

Warwick

 

AI AI

AI AI
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4 8

9000

 

3. 4 英国 BCS による大学情報コース認定機関からみた情報教育 

A) BCS  

2017 2 BCS 335

3 4

IoT Web

HCI AI

 

Quality 

Assurance Agency QAA Subject Benchmark Statement SBS

SBS SBS

SBS

ACM  

� http://www.qaa.ac.uk/en/Publications/Documents/SBS-Computing-16.pdf

 

� http://www.qaa.ac.uk/en/Publications/Documents/SBS-Masters-degree-computing.p

df  

https://www.hesa.ac.uk/data-and-analysis/students

101,145 81,215 EU

8,315 EU 11,610 70 20

 

BCS Best Practice

Best 

Practice Best Practice  
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http://www.bcs.org/category/18053 

BCS Chartered Engineer Chartered Scientist

 

B) BCS  

Academic Accreditation Manager Education BCS, The Chartered Institute for IT

Maxine Leslie  

BCS

CAS

75,000 BCS IT

BCS

 

 

BCS OCR City and Guilds

OCR Pearson  

Chartered Engineer Cambridge

3 1

3

24

 

HESA IT

UNUSTATS https://unistats.ac.uk/

 

4．オーストラリア調査 

ACS Australian Computer Society

ACS
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4.1 情報分野の教育認定（アクレディテーション） 

ACS

ABET ACS

ACS

 

� https://www.acs.org.au/cpd-education/acs-accreditation-program.html 

ACS ACS Certified Professional / Technologist

IFIP IP3 International Federation of Information Processing, 

International Professional Practice Partnership

 

ACM IEEE-CS ACS

CBOK  

CBOK  

Essential Core ICT Knowledge General ICT Knowledge 
� ICT Professional Knowledge 

ü Ethics 
ü Professional expectation 
ü Teamwork concepts and issues 
ü Interpersonal communication 
ü Societal issues, legal issues, 

privacy 
ü Understanding the ICT 

profession 
� ICT Problem Solving 

� Technology Resources 
ü Hardware and software 

fundamentals 
ü Data and information 

management 
ü Networking 

� Technology Building 
ü Human factors 
ü Programming 
ü Systems development 
ü Systems acquisition 

� ICT Management 
ü IT governance and organizational 

issues 
ü IT project management 
ü Service management 
ü Security management 

ACS Core Body of Knowledge for ICT Professionals CBOK
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6 IT

ACS

Australian Qualification Framework AQF Skill Framework for 

the Information Age SFIA

IT  

ACS CBOK Essential Core ICT Knowledge

General ICT Knowledge

 CBOK Bloom

taxonomy Form 4: Mapping of Units to CBOK with 

Blooms Levels CBOK Form 5: CBOK 

Program Coverage  

ACS IEA

International Engineering Alliance Graduate Attribute

ICT

 

ACS Capstone Project

Capstone Project 1 25

 

4.2 情報専門学科の概況 

ACS ACS 124

70 ACS 58

22 14

21

1 5

1000  

ACM IEEE-CS

                                                   
6 https://www.acs.org.au/content/dam/acs/acs-documents/The-ACS-Core-Body-of-Knowl
edge-for-ICT-Professionals-CBOK.pdf 
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ACS CBOK  

CBOK CBOK

 

 
20 40 TA Teaching 

Assistant 20

 

Moodle Blackboard

LMS Learning Management System PC

Python 31% Java 31% C 17%  

3  

Combined Degree 1

IT/Business Degree 4 Engineering/IT Degree Engineering 4

5  

2015 12.1

2015  

0 20 40 60 80 100

一般情報教育

情報一般の原理

情報の変換と伝達

情報の表現・蓄積・管理

情報の認識と分析

計算

各種の計算・アルゴリズム

コンピュータのハードウェア

入出力装置

基本ソフトウェア

社会において情報が創造・伝達される過…

情報を扱う人間の特性と社会システム

経済システムの存立と情報

情報技術を基盤にした文化

近代社会からポスト近代社会へ

情報システムを開発する技術

情報システムの効果を得るための技術

情報に関わる社会的なシステム

情報システムと人間のインタフェースに関…

情報学を学ぶ学生が獲得すべき専門的…

情報学を学ぶ学生が獲得すべきジェネ…

その他

カテゴリ毎の履修率（%）
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2017 2020

Digital Technologies Australian Curriculum, Assessment and Reporting 

Authority ACARA computational thinking

ICT 10

11 12 ICT  

� https://www.australiancurriculum.edu.au/f-10-curriculum/technologies/digital-tech

nologies/ 

� https://www.australiancurriculum.edu.au/f-10-curriculum/general-capabilities/info

rmation-and-communication-technology-ict-capability/ 

5．ソフトウェア技術者の生産性および処遇に関する国際比較 

IT IT

IT  

2014  

 

 2016 8  

1 6

 

1 6  
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 EU

   

 

 

 

 

 

  

 

6

40 

 

 40 4.3

 76  92 10

 27 10.5

7 1.9 0.4
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6

 

1.  

2.  

3.  

4.  

5.  

6.  

5

5

 

 

� 5

 

� 

0 28 5

10 1.7  

� 
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例 1：民間企業（LinkedIn） 

業務内容 

� Design and execute user-facing features for the native LinkedIn native apps on 
one or more devices (iPhone/iPad) by leveraging mobile operating system 
frameworks for multi-threading, persisting data, and managing user experience 
and graphics across multiple screen sizes. 

� Scale distributed applications, make architectural trade-offs applying 
synchronous and asynchronous design patterns, write code, and deliver with 
speediness and quality. 

� Produce high quality software that is unit tested, code reviewed, and checked in 
regularly for continuous integration. 

� Provide technical leadership, driving and performing best engineering practices 
to initiate, plan, and execute large-scale, cross functional, and company-wise 
critical programs. 

� Identify, leverage, and successfully evangelize opportunities to improve 
engineering productivity. 

求められる能力 

Basic Qualifications 
� B.S. Degree in Computer Science or related technical discipline, or 4+ years of 

equivalent practical experience. 
� 1+ years of relevant work experience. 
� Programming experience in Java, JavaScript, Objective-C, C++, C# or Swift. 
Preferred Qualifications 
� 2+ years of relevant work experience 
� MS or PhD in Computer Science or related technical discipline 
� Extensive programming experience in Java, Objective-C, Swift and/or C++. 
� Expansive technical knowledge and experience with mobile application 

development (iOS, Windows, or other). 
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� Deep foundation in computer science with a strong understanding in data 
structures, and algorithms. 

� Experience developing multi-tier scalable and user-centric reliable applications 
that operate 24x7. 

� Knowledge of UI and animation frameworks, touch user interface, and MVP 
application design. 

� Experience with relational databases (transactional and non-transactional), 
database architecture, and distributed transaction management. 

� Experience building services for information delivery from server to mobile 
clients working with relevant tools (IDEs, ant, JUnit, etc.). 

� Strong object-oriented skills including design, coding, and testing patterns. 

例 2：州政府（Virginia State Government） 

 
The Virginia State Bar, an administrative agency of the Supreme Court of Virginia, 
has an immediate opening for a Senior Software Engineer/Developer to technically 
lead the design, development and implementation of innovative software solutions for 
business processes; maintain and enhance custom in-house and COTS applications; 
and mentor teammates. As a member of a small cross-functional IT department, this 
position will have an opportunity to work on a range of projects that will directly 
contribute to our mission. We are looking for an individual who keeps current on 
technology trends, values learning, takes initiative, and enjoys accountability for 
meeting business requirements and deadlines in a collaborative work environment. 

求められる能力 

Minimum Qualifications:  
Significant full software development life cycle experience with HTML5 and 
Microsoft stack including VB.NET, ASP.NET, MS SQL Server, and Team 
Foundation Server; working knowledge of FTP and Web APIs; MS Office 
Integration; excellent troubleshooting skills; and ability to effectively work as a 
team with end users, developers, consultants, and technical support staff. BA or BS 
degree with a major in Computer Science, Information Systems, or a related field. 
Exceptional verbal, written, and interpersonal skills. Selected candidate must pass 
criminal and credit background check.  

Preferred Qualifications:  
C# and iOS Objective C; database administration; EDI and document management. 
Experience implementing and monitoring cloud based applications is a plus. 
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情報学を専門とする学科対象の 

教育カリキュラム標準の策定及び提言 
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1. CS 学教育の動向調査 

1.1. ACM/IEEE-CS の CS カリキュラム標準 

1.2. 国内での CS 教育の現状 

1.3. J07-CS の内容 



2. カリキュラム標準 J17-CS（要約） 

2.1. 構成 



表 1. 各エリアのコア時間（J17-CS と CS2013） 

 

2.1.1. Algorithms and Complexity（AL）アルゴリズムと計算量 



AL/Basic Analysis（Tier1：2 時間、Tier2：2 時間）計算量の解析 

AL/Algorithmic Strategies（Tier1：5 時間、Tier2：1 時間）アルゴリズム設計の手法 

AL/Fundamental Data Structures and Algorithms（Tier1：9 時間、Tier2：3 時間）基本

データ構造とアルゴリズム 

AL/Basic Automata, Computability and Complexity（Tier1：3 時間、Tier2：3 時間）形

式言語、計算可能性、計算量の基礎 

AL/Advanced Computational Complexity（選択）高度な計算量理論 

AL/Advanced Automata Theory and Computability（選択）高度な形式言語理論、計算可

能性理論 



AL/Advanced Data Structures, Algorithms, and Analysis（選択）高度なデータ構造や

アルゴリズムとその解析 

2.1.2. Architecture and Organization（AR）アーキテクチャと構成 

CS

Systems Fundamentals SF

 

 

Tier1 Tier2 16 3

 

 

AR/Digital Logic and Digital Systems（Tier2：3 時間）ディジタル回路とディジタルシ

ステム 

FPGA Field programmable gate array

CAD

Verilog/VHDL

 

AR/Machine Level Representation of Data（Tier2：3 時間）機械レベルでのデータの表



現 

2

 

AR/Assembly Level Machine Organization（Tier2：6 時間）アセンブリ言語レベルでのコ

ンピュータの構成 

PL/Language Translation and Execution

SIMD MIMD

 

AR/Memory System Organization and Architecture（Tier2：3 時間）メモリシステムの

構成とアーキテクチャ 

TLB SF/Reliability 

through Redundancy  

AR/Interfacing and Communication（Tier2：1 時間）インタフェースと通信 

OS OS



DMA

RAID  

AR/Functional Organization（選択）機能別のハードウェア構成 

3  

AR/Multiprocessing and Alternative Architectures（選択）マルチプロセッシングとそ

の構成の選択肢 

PD/Parallel Architecture SIMD MIMD

SIMD MIMD

 

AR/Performance Enhancements（選択）性能向上のための技術 

GPU

VLIW EPIC

 

2.1.3. Computational Science（CN）計算科学 

 

CN/Introduction to Modeling and Simulation（Tier1：1 時間）モデリングとシミュレー



ションへの導入 

 

 

 

CN/Modeling and Simulation（選択）モデリングとシミュレーション 

 

 

CN/Processing（選択）プロセッシング 

 

 

CN/Interactive Visualization（選択）対話的な視覚化 

GV HCI MR  



 

 

CN/Data, Information, and Knowledge（選択）データ、情報、知識 

 

CN/Numerical Analysis（選択）数値解析 

 

2.1.4. Discrete Structures（DS）離散構造 

AL

 

Tier1 37 Tier2 4

 

DS/Sets, Relations, and Functions（Tier1：4 時間）集合、関係、函数 



DS/Basic Logic（Tier1：9 時間）論理の基礎 

IS/Basic Knowledge Representation and Reasoning

 

DS/Proof Techniques（Tier1：10 時間、Tier2：1 時間）論証の技法 

DS/Basics of Counting（Tier1：5 時間）場合の数と整数 

AL/Basic Analysis  

DS/Graphs and Trees（Tier1：3 時間、Tier2：1 時間）グラフと木 

AL/Fundamental Data 

Structures and Algorithms  

DS/Discrete Probability（Tier1：6 時間、Tier2：2 時間）確率 

2.1.5. Graphics and Visualization（GV）グラフィックスと視覚化 

Graphics and Visualization GV



 

Tier1 2 Tier2 1

5  

 

GV/Fundamental Concepts（Tier1：2 時間、Tier2：1 時間）基礎概念 

Tier1

CAD

HCI MR

API Tier2

 

 

GV/Basic Rendering（選択）基本的なレンダリング 

MR

API

MIP

 

 



GV/Geometric Modeling（選択）幾何モデリング 

 

NURBS

L-system

SDS

CSG  

 

GV/Advanced Rendering（選択）先進的なレンダリング 

Basic Rendering

BSDF

GPU GPU

 

 

GV/Computer Animation（選択）コンピュータ・アニメーション 

IK

 

 

GV/Visualization（選択）視覚化 

2 3



2 3

 

2.1.6. Human-Computer Interaction（HCI）ヒューマンコンピュータインタラクション 

HCI/Foundations（Tier1：4 時間）基礎 

HCI/Designing Interaction（Tier2：4 時間）インタラクションの設計 

HCI/Programming Interactive System（選択）対話システムのプログラミング 

HCI/User-Centered Design and Testing（選択）ユーザ中心設計とテスティング 



HCI/New Interactive Technologies（選択）新対話技術 

HCI/Collaboration and Communication（選択）協同作業とコミュニケーション 

HCI/Statistical Methods for HCI（選択）HCI のための統計的方法 

HCI/Human Factors and Security（選択）人間的要因とセキュリティ 

HCI/Design-Oriented HCI（選択）デザイン指向の HCI 

HCI/Mixed, Augmented and Virtual Reality（選択）複合現実、拡張現実、仮想現実 

2.1.7. Information Assurance and Security（IAS）情報セキュリティ 



IAS/Foundational Concepts in Security（Tier1：1 時間）セキュリティの基礎概念 

IAS/Principles of Secure Design（Tier1：1 時間、Tier2：1 時間）設計の原則 

IAS/Defensive Programming（Tier1：1 時間、Tier2：1 時間、選択）防御プログラミング 

IAS/Threats and Attacks（Tier2：1 時間）脅威と攻撃 

IAS/Network Security（Tier2：2 時間）ネットワークセキュリティ 

IAS/Cryptography（Tier2：1 時間）暗号化 



IAS/Web Security（選択）Web セキュリティ 

IAS/Platform Security（選択）プラットフォームセキュリティ 

IAS/Security Policy and Governance（選択）セキュリティポリシーとガバナンス 

IAS/Digital Forensics（選択）ディジタルフォレンジック 

IAS/Secure Software Engineering（選択）安全なソフトウェア工学 

2.1.8. Information Management（IM）情報管理 



IM/Information Management Concepts（Tier1：1時間、Tier2：2時間）情報管理の概念 

 

IM/Database Systems（Tier2：3時間、選択）データベースシステム 

 

IM/Data Modeling（Tier2：4時間）データモデル 

IM/Indexing（選択）索引付け 

 

 

IM/Relational Databases（選択）関係データベース 

 

 

IM/Query Languages（選択）質問言語 



 

IM/Transaction Processing（選択）トランザクション処理 

 

 

IM/Distributed Databases（選択）分散データベース 

 

 

IM/Physical Database Design（選択）物理データベース設計 

 

IM/Data Mining（選択）データマイニング 

 

 

IM/Information Storage and Retrieval（選択）情報記憶と検索 

 

 

IM/Multimedia Systems（選択）マルチメディアシステム 



 

2.1.9. Intelligent Systems（IS）知的システム 

IS/Fundamental Issues（Tier2：1時間）基本問題 

 

 

IS/Basic Search Strategies（Tier2：4時間）基礎的探索戦略 

 

IS/Basic Knowledge Representation and Reasoning（Tier2：3時間）基礎的知識表現と

推論 

 

 

IS/Basic Machine Learning（Tier2：2時間）基礎的機械学習 



 

 

IS/Advanced Search（選択）応用探索 

 

 

IS/Advanced Representation and Reasoning（選択）応用表現と推論 

 

 

IS/Reasoning Under Uncertainty（選択）不確実推論 

 

 

IS/Agents（選択）エージェント 

 

 

IS/Natural Language Processing（選択）自然言語処理 

 

 

IS/Advanced Machine Learning（選択）応用機械学習 



 

IS/Robotics（選択）ロボット工学 

 

 

IS/Perception and Computer Vision（選択）画像認識とコンピュータビジョン 

2.1.10. Media Representation（MR）メディア表現 

 

MR/Digital Representation of Information（Tier1：1 時間）情報のディジタル表現 

 

MR/Character Codes（選択）文字コード 



 

MR/Sampling, Quantization, and Compression（Tier2：1 時間）標本化、量子化、圧縮 

 

MR/Devices for Media Representation（選択）メディア表現のための機器 

 

MR/Authoring Target Information（選択）目的とする情報のオーサリング 

2.1.11. Networking and Communication（NC）ネットワークと通信 



 

NC/Introduction（Tier1：1.5 時間）導入 

 
 

NC/Networked Applications（Tier1：1.5 時間）ネットワークアプリケーション 

 

NC/Reliable Data Delivery（Tier2：2 時間）信頼性のあるデータ配信 

NC/Routing and Forwarding（Tier2：1.5 時間）経路制御と転送 

 

 

NC/Local Area Networks（Tier2：1.5 時間）ローカルエリアネットワーク 

 

NC/Resource Allocation and QoS（Tier2：1 時間）リソース割当てと通信品質 

QoS

 Content Distribution Networks

CDN  



 

NC/Mobility（Tier2：1 時間）モビリティ管理 

2.1.12. Operating Systems（OS）オペレーティングシステム 

OS/Overview of Operating Systems（Tier1：2 時間）オペレーティングシステムの概要 

OS/Operating System Principles（Tier1：2 時間）オペレーティングシステムの原理 

OS/Concurrency（Tier2：4 時間）並行性 



OS/Scheduling and Dispatch（Tier2：2 時間）スケジューリングとディスパッチ 

OS/Memory Management（Tier2：3 時間）メモリ管理 

OS/Security and Protection（Tier2：2 時間）セキュリティと保護 

OS/Virtual Machines（選択）仮想マシン 

OS/I/O Management（選択）入出力管理 

OS/File Systems（選択）ファイルシステム 



OS/Real Time and Embedded Systems（選択）リアルタイムおよび組込みシステム 

OS/Fault Tolerance（選択）耐故障性 

OS/System Performance Evaluation（選択）システムの性能評価 

2.1.13. Platform-Based Development（PBD）プラットフォームに依存した開発 

PBD/Introduction（選択）導入 



PBD/Web Platforms（選択）Web プラットフォーム 

PBD/Mobile Platforms（選択）モバイルプラットフォーム 

PBD/Industrial Platforms（選択）工業プラットフォーム 

PBD/Game Platforms（選択）ゲームプラットフォーム 

2.1.14. Parallel and Distributed Computing（PD）並列分散処理 



PD/Parallelism Fundamentals（Tier1：2 時間）並列性の基礎 

 

PD/Parallel Decomposition（Tier1：1 時間、Tier2：3 時間）並列処理への分割 

 

PD/Communication and Coordination（Tier1：1 時間、Tier2：3 時間、選択）通信と協調 

 

PD/Parallel Algorithms, Analysis, and Programming（Tier2：3時間、選択）並列アル

ゴリズム、解析とプログラミング 

 

PD/Parallel Architecture（Tier1：1時間、Tier2：1時間、選択）並列アーキテクチャ 



 

PD/Parallel Performance（選択）並列性能 

PD/Distributed Systems（選択）分散システム 

 

PD/Cloud Computing（選択）クラウドコンピューティング 

 

PD/Formal Models and Semantics（選択）形式モデルと意味論 

2.1.15. Programming Languages（PL）プログラミング言語 



PL/Object-Oriented Programming（Tier1：4 時間、Tier2：6 時間）オブジェクト指向プ

ログラミング 

PL/Functional Programming（Tier1：3 時間、Tier2：4 時間）関数型プログラミング 

PL/Event-Driven and Reactive Programming（Tier2：2 時間）イベント駆動プログラミン

グとリアクティブプログラミング

PL/Basic Type Systems（Tier1：1 時間、Tier2：4 時間）型システムの基本

PL/Program Representation（Tier2：1 時間）プログラムの表現 



PL/Language Translation and Execution（Tier2：3 時間）言語翻訳と実行 

PL/Syntax Analysis（選択）構文解析

PL/Compiler Semantic Analysis（選択）コンパイラの意味解析 

PL/Code Generation（選択）コード生成

PL/Runtime Systems（選択）実行時システム

PL/Static Analysis（選択）静的解析

PL/Advanced Programming Constructs（選択）高度な言語機能 

PL/Concurrency and Parallelism（選択）並行処理と並列処理



PL/Type Systems（選択）型システム

PL/Formal Semantics（選択）形式意味論

PL/Language Pragmatics（選択）言語設計の実際 

PL/Logic Programming（選択）論理型プログラミング 

2.1.16. Software Development Fundamentals （SDF）ソフトウェア開発基礎 

SDF/Algorithms and Design（Tier1：11 時間）アルゴリズムと設計 



SDF/Fundamental Programming Concepts（Tier1：10 時間）プログラミングの基本概念 

SDF/Fundamental Data Structures（Tier1：12 時間）基本データ構造 

SDF/Development Methods（Tier1：10 時間）開発方法 

2.1.17. Software Engineering（SE）ソフトウェア工学 



SE/Software Process（Tier1：2 時間、Tier2：1 時間、選択）ソフトウェアプロセス 

SE/Software Project Management（Tier2：2 時間、選択）ソフトウェアプロジェクトマネ

ジメント 

SE/Tools and Environment（Tier2：2 時間）ツールと環境 

SE/Requirements Engineering（Tier1：1 時間、Tier2：3 時間、選択）要求工学 

SE/Software Design（Tier1：3 時間、Tier2：5 時間、選択）ソフトウェア設計 

SE/Software Construction（Tier1：1 時間、Tier2：1 時間、選択）ソフトウェアの構築 



SE/Software Verification and Validation（Tier1：1 時間、Tier2：3 時間、選択）ソフ

トウェアの検証と妥当性確認 

SE/Software Evolution（Tier2：2 時間）ソフトウェア進化・発展 

SE/Software Reliability（Tier2：1 時間、選択）ソフトウェアの信頼性 

SE/Formal Methods（選択）形式手法 

2.1.18. Systems Fundamentals（SF）システム基礎 



 

Tier1 18 Tier2 9  

 

SF/Computational Paradigms（Tier1：3 時間）計算パラダイム 

 

 

SF/Cross-Layer Communications（Tier1：3 時間）レイヤ間通信 

OS

 

 

SF/State and State Machines（Tier1：6 時間）状態と状態機械 

 

 

SF/Parallelism（Tier1：3 時間）並列処理 

 

 

SF/Evaluation（Tier1：3 時間）性能評価 

 

 

SF/Resource Allocation and Scheduling（Tier2：2 時間）リソース割当てとスケジュー

リング 

 

 



SF/Proximity（Tier2：3 時間）近接と性能向上 

 

 

SF/Virtualization and Isolation（Tier2：2 時間）仮想化と分離 

 

 

SF/Reliability through Redundancy（Tier2：2 時間）冗長化による信頼性向上 

 

 

SF/Quantitative Evaluation（選択）定量的評価 

O

 

2.1.19. Social Issues and Professional Practice（SP）社会的視点と情報倫理 

SP/Social Context（Tier1：1 時間、Tier2：2 時間）社会におけるコンピュータ 

SP/Analytical Tools（選択）分析ツール 



SP/Professional Ethics（Tier1：2 時間、Tier2：2 時間）専門家としての倫理的責任 

SP/Intellectual Property（Tier1：2 時間、選択）知的財産権 

SP/Privacy and Civil Liberties（Tier1：2 時間、選択）プライバシーと市民的自由 

SP/Professional Communication（Tier1：1 時間、選択）専門家としてのコミュニケーション

能力 

SP/Sustainability（Tier1：1 時間、Tier2：1 時間、選択）持続可能性 

SP/History（選択）歴史 



SP/Economies of Computing（選択）コンピュータにおける経済問題 

SP/Security Policies, Laws and Computer Crimes（選択）セキュリティポリシー、法律、

コンピュータ犯罪 

SP/Social Network（選択）ソーシャル ネットワーク 

3. ACM/IEEE-CS への報告 
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Computational Science（CN）

Graphics and Visualization（GV）

Information Management（IM）

Intelligent Systems（IS）

Media Representation（MR）



Operating Systems（OS）

Platform-Based Development（PBD）
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1. IS 学教育の動向調査 

1.1. ACM/AIS の IS カリキュラム標準 

1.1.1. IS 2010 

	 情報システム(IS)の学部生向けの国際的なカリキュラムガイドラインとして、ACM と AIS

が共同で策定した現在最も新しいバージョンは、IS	2010	(IS	2010	Curriculum	Guidelines	

for	Undergraduate	Degree	Programs	in	Information	Systems である。J07-IS 策定時に

参照した IS	 2002 が IS’97 のマイナーバージョンアップという位置付けであったのに対

し、IS	2010 はその間の技術領域の変化に対応するよう、IS	2002 に対するメジャーバージ

ョンアップという位置づけとなっている。IS	 2002 までは、主として北米でのビジネス領

域を対象とした学部レベルの教育機関を想定したカリキュラムモデルであったが、IS	2010

では、グローバルな多様な教育機関に対応できるモデルカリキュラムガイドラインとして

策定されている。	

	 IS	2010 以降、学部レベルの IS カリキュラムガイドラインは策定されていないが、大学

院修士レベルのISカリキュラムとして、ACMとAISが共同で、MSIS	2016(Global	Competency	

Model	for	Graduate	Degree	Programs	in	Information	Systems)が策定されている。MSIS	

2016 においても、グローバルで多様な教育機関で利用できることを重視しており、卒業時

に身につけるコンピテンシーを重視したものとなっている。	

	

	

図 1 情報システム(IS)に関するカリキュラムモデルの変遷 

「“情報システム領域(J07-IS)”情報処理,	Vol.	49,	No.7	(Jul.	2008)」の図-1 をもと

に追加・修正	
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	 以下 IS	2010 が、IS	2002(IS	2002	Model	Curriculum	and	Guidelines	for	Undergraduate	

Degree	 Programs	 in	 Information	 Systems)	 からどのように改訂されているか述べてい

く。	

	

1.1.2. IS 2010 におけるカリキュラム設計の原則 

	 IS	2010 のカリキュラム設計の原則は次の通りとなっている。	

① モデルカリキュラムは、情報システム(IS)コミュニティのコンセンサスを示したもの

であるべきである。	

② IS プログラムは、企業で職務を遂行し、大学院でさらなる情報システムの研究ができ

る、有能で信頼できるエントリーレベルの卒業生を輩出する。モデルカリキュラムは、

このような IS プログラム構成の支援をするように設計されるべきである。	

③ モデルカリキュラムは、個別カリキュラム実装の手引となるべきであるが、その実装

を規定すべきではない。モデルカリキュラムガイドラインを用いて、教員は独自のコ

ースを設計できるし、教育機関は独自のプログラムを設計できる。	

④ モデルカリキュラムは、確立された教育方法論に基づくものであり、IS の教員がカリ

キュラムを検討する際に良い示唆を与えるべきである。	

⑤ モデルカリキュラムは、広く IS プログラム開発に活用できるための適応性と柔軟性

を備えているべきである。	

⑥ モデルカリキュラムは、特定のドメインに限定されるものではない。ただし、IS プロ

グラムは、通常いくつかのドメインと関連している。	

⑦ モデルカリキュラムは、国際的な IS プログラムに共通するコアの内容を持つ。	

⑧ モデルカリキュラムは、キャリアターゲットを持ち、ターゲットにはコアと選択の内

容を必要とする。	

⑨ モデルカリキュラムは、特定の教授法に関する問題には焦点を当てない。本策定委員

会は教授法の重要性について認識しているが、教授法に関する深い考察については、

本文書の対象外とする。	

	

	 IS 領域の変化が激しいため、カリキュラムの基礎を評価し直している。特に次の 2 点が

重要である。	

① ビジネスの領域に限定しないようにする。	

	 IS	2002 では、ビジネスのドメイン知識は必須としていた。IS の主たるドメインはビジ

ネスであるが、その枠を超えて、多様なドメインを対象として扱えるようにするための重

要な専門性を身に付くようにする。	
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② IS の卒業生に期待されるアウトカムを見直し、カリキュラムトピックを変更した。	

	 IS	 2002 ではすべてのコースが必須であり、各教育機関が独自に変革をする余地が少な

かった。IS	2010 では、より柔軟であるようにするため、すべての IS プログラムに共通の

コアコースを 7つとした。各教育機関が 7つのコアコースを、より少ないコース内の構成

要素として実現しても良い。コアの内容は、すべての教育機関が同じレベルの深さで教え

る必要はないが、プログラム毎に定めたレベルで扱う必要がある。	

	

1.1.3. IS2010 で期待している能力 

	 IS の将来の役割を考慮すると、IS の専門性に関する次の４つのエリアに関連している。	

① IS の専門家は、幅広いドメインに存在する。例えば、ビジネス、健康、政府、NPO で

ある。	

② IS の専門家は、競争の激しいグローバル環境で成功するため、分析的・批判的思考の

強力なスキルを持たなければならない。	

③ IS の専門家は、強力な倫理規範を持ち、個人間のコミュニケーションとチームのスキ

ルを持たなければならない。	

④ IS の専門家は、組織のパフォーマンスを高めるような、IT ソリューションを設計し、

実現しなければならない。	

	

	 IS	 2010 では、「最も高いレベルのアウトカムの期待として定義している高レベルな IS

能力」を示し、次にそれを達成するため必要となるドメイン知識・スキルを示している。	

	 最も高いレベルのアウトカムの期待として定義している、高レベルな IS 能力は、次の通

りである。	

l 組織のプロセスを改善すること	

l 技術のイノベーションによって生み出される機会を活かすこと	

l 情報の要求を理解し対処すること	

l エンタープライズアーキテクチャを設計し管理すること	

l ソリューションと取得方法の代替案を見つけ出し評価すること	

l データとインフラストラクチャを安全にすること	

l IT のリスクを理解し管理しコントロールすること	
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図 2 IS 2010 の基本コンセプトの全体構造 

IS	2010 の Figure	3 をもとに作成	

	

これらの能力を、3つの領域の知識・スキルに変換したものが次の通りである。	

① IS 固有の知識とスキル	

l IT によって可能となる組織の改善の機会を見つけ出し設計する	

l トレードオフの分析	

l 情報システムのソリューションの設計と実装	

l 進行中の情報技術のオペレーションを管理する	

② 基礎的な知識とスキル	

l リーダーシップと共同作業	

l コミュニケーション	

l ネゴシエーション	
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l 分析的・批判的思考（創造性と倫理的分析を含む）	

l 数学的な基礎	

③ 対象ドメインの基礎に関する知識とスキル	

l 対象ドメインの一般的なモデル	

l 対象ドメイン内の鍵となる専門性	

l 対象ドメイン内のパフォーマンスの評価	

	

	 IS	2010 では、「IS 固有の知識とスキル」に焦点をあてたコースを示している。	

	

1.1.4. IS 固有の知識とスキルに焦点をあてたコース 

IS	2010 のコースは、他の Computing	Curriculum	Volume と同様に、図 3の構成となっ

ている。「コース」は、「コース記述」、「学習目標」の集まり、知識を三段階に階層化した

「トピック」の集まりで記述される。	

	

図 3 IS 2010 のカリキュラム構造 

IS	2010 の Figure	5 をもとに作成	
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IS	 2010 ではコア（必須）コースが 7 つにまとめられている。コアコース間の順序関係

を示すのが、図 4である。	

	

	

図 4 IS 2010 のコアコース 

IS	2010 の Figure	7 をもとに作成	

	

IS	2010 のコアコースは、IS	2002 と比較して次のようになっている。	

① 「アプリケーション開発」はコアには入らない。	

② ネットワーキングとコンピュータアーキテクチャは、「IT インフラストラクチャ」の

コース(IS	2010.5)において、より高い抽象度で扱う。	

③ 「エンタープライズアーキテクチャ」と、「IS プロジェクトマネージメント」がコア

の一部となる(IS	2010.3,	IS	2010.4)。	

④ 個人の生産性についてのコースは、カリキュラムから取り除いた（J07-IS では、J07-

IS00 に相当する）。	

⑤ 前提要件の構造を単純化した。「データと情報マネージメント」、「システム分析およ

び設計」がコアカリキュラムの中心として残っている（IS	2010.2,	IS	2010.6）。	

	

このように、コースの内容及び順序関係を単純化することで、多くの教育機関で IS	2010

を容易に取り入れられるようにしている。	

	 また、情報システムを主専攻としない学生にとってのサブセットについても述べられて

いる。コアカリキュラムのコースの中で、すべての学生を対象とするものが「情報システ

ムの基礎(IS	2010.1)」であり、情報システムを副専攻とする学生に対しては「データと情

報マネージメント(IS	2010.2)」、「エンタープライズアーキテクチャ(IS	2010.3)」、「IS 戦

略、マネージメント、獲得(IS	2010.7)」を学ぶことが示されている。	
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コア以外のコース内容は、選択コースとなる。IS	 2010 では次に示す代表的な選択コー

スを例示としてあげている。	

l アプリケーション開発	

l ビジネスプロセスマネージメント	

l エンタープライズシステム	

l ヒューマン・コンピュータインタラクション	

l IT 監査・コントロール	

l 情報システムの変革と新技術	

l IT セキュリティとリスクマネージメント	

	

	 アプリケーション開発（IS	2002 では、IS	2002.5	プログラミング、データ、ファイル、

及びオブジェクト構造）がコアから選択に移動したのは、非ビジネス領域を対象とした IS

コースを設計できるようにするためである。プログラミングを含むプログラムを設計する

際には、CS あるいは IT のカリキュラムを参考にすることができる。	

	 図 5 は、学生たちの卒業後のキャリアトラック（アプリケーション開発者、ビジネスア

ナリスト等）によって、コアコースと選択コースをどのように組み合わせると良いのかを

示したものである。黒丸は、各コースで示した内容の多くをカバーすることを示すもので、

一方、白丸は、各コースの中で必要な部分を選んで扱えば良いことを示している。コアコ

ースは必須であるため、黒丸又は白丸となっているが、各教育機関又は学生が想定するキ

ャリアによって、科目内容の範囲や深さを調整できることを示している。	
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図 5 IS 2010 に示されたキャリアトラックとコースの関係 

IS	2010 の Figure	6 をもとに作成	
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コアISコース

情報システムの基礎 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エンタープライズアーキテクチャ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○

IS戦略，マネージメント，獲得 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○

データと情報マネージメント ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○

システム分析および設計 ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●

ITインフラストラクチャ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○

ISプロジェクトマネージメント ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ●

選択ISコース

アプリケーション開発 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

ビジネスプロセスマネージメント ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○

コラボレーティブ	コンピューティング ○ ○ ○

データマイニング，ビジネスインテリジェンス ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

エンタープライズシステム ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ○

ヒューマン・コンピュータインタラクション ● ○ ○ ○ ●

情報検索・獲得 ○ ○ ● ○ ●

IT監査・コントロール ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

ITセキュリティ・リスクマネージメント ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ○

ナレッジマネージメント ● ○ ○ ○ ○

社会情報学 ○ ○

● ＝	ほぼ扱う

○ ＝	一部扱う

空白	＝	扱わない
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1.1.5. ３つの能力をカバーするカリキュラム全体 

	 IS	2010 では「IS 固有の知識とスキル」に焦点を当てたコースについて述べられている。

それに加えて「基礎的な知識とスキル」と「対象ドメインの基礎に関する知識とスキル」

を修得する学部カリキュラムの事例が示されている（表 1）。	

	

表 1 IS 2010 に示された学位プログラムの例	

	 	 IS 固有	 基礎	 ドメイン	

北米の	

ビジネス学科	

	

ビジネス副専攻（4科目）	 	 〇	 〇	

IS コアと選択（8科目）	 〇	 〇	 〇	

ビジネスコア（8科目）	 	 〇	 〇	

一般教育コア（20 科目）	 	 〇	 	

北米の	

コンピューティング学科	

	

副専攻又は自由選択（5科目）	 	 〇	 〇	

ドメインコア（5科目）	 	 〇	 〇	

IS コアと選択（15 科目）	 〇	 〇	 	

一般教育コア（15 科目）	 	 〇	 	

（IS	2010 の Figure	8,	9 をもとに作成）	

	

	 北米の 1 科目は、3単位で、35～45 時間の授業と、110～140 時間の授業時間外学習が想

定されている。	

「IS 固有の知識とスキル」にあてる時間について、教育プログラムの事情によって決め

ることができる。ビジネス学科の例では、ビジネス領域のコア科目を 8 科目とする一方、

IS コアと選択は 8 科目としている。コンピューティング学科の例においては、IS コアと

選択は 15 科目と充実しており、キャリアトラックにあわせて豊富な選択科目から学習す

ることができることを示している。	

	

1.2. 国内での IS 教育の現状 

1.2.1. JABEE における認定プログラムの状況 

	 JABEE（一般社団法人	 日本技術者認定機構）により、2016 年度現在認定されている情

報系学士課程教育プログラムの数は、18 プログラムある。その内訳は、CS が 16 プログラ

ム、IS が 2 プログラム、情報一般プログラムが 1 プログラムとなっている。JABEE の認定

を受けるようなレベルの IS 教育プログラムは、非常に少ないことがわかる。	
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1.2.2. 「超スマート社会における情報教育の在り方に関する調査研究」の分析結果 

	 「超スマート社会における情報教育の在り方に関する調査研究」文部科学省先導的大学

改革推進委託事業平成 28 年度報告書	第 2章「情報学分野の大学教育に関する現状調査」

において示されている、IS に関連する状況をまとめると以下の通りである。	

	 調査 A（情報専門学科）の分析対象とした組織（学科、コース等）は 276 であった。J07

専門領域としてISと回答した組織は33と、CSの74に次いで多かった（報告書	表2.2.1.1-

1）。33 組織の内、対象領域（学校基本調査）が工学の組織が 22 と最も多かったが、次い

で、社会科学が 6 組織、保健（医学・歯学以外）が 3 組織となっている。IS においては、

対象領域の教育研究も含まれるため、ビジネスや医療に関する情報システムを扱う組織が、

ある割合存在することがわかる。	

	 情報専門学科における、一般情報教育および「情報学の参照基準」の大項目ごとの知識

エフォートの比率が、報告書で示されている。回答された J07 専門領域ごとに比べると（報

告書	図 2.2.2.1-1）、IS と回答した組織は、「（オ）社会において情報を扱うシステムを構

築し活用するための技術・制度・組織」がやや多い傾向があるものの、IS 以外と回答した

組織と比較して小さな差にとどまっている。また、IS と回答した組織においても、「（イ）

コンピュータで処理される情報の原理」の知識エフォート比率が最も高く、CS と回答した

組織における、（イ）の比率と大きな差がない。（オ）は情報システムに関連する分野、（イ）

がコンピュータサイエンスに関連する分野と考えられることから、IS と回答している組織

でも CS に関連する分野の教育割合が高く、IS に関連する分野の割合は他と大きな差違が

ないということがわかる。このことから、日本の情報専門学科において、J07 専門領域に

よる、教育内容の差は大きくないことがわかる。	

	 非情報系専門学科を対象とした調査Ｂでは、「（オ）社会において情報を扱うシステムを

構築し活用するための技術・制度・組織」の知識エフォート比率が 20％近くある分野とし

て、家政、人文科学、社会科学がある。技能エフォート比率においては、人文科学、その

他が 20%を超えている。このように、情報学の中で、情報システム分野の教育ウェイトが

比較的高い、非情報系専門学科が見られることがわかる。	

	 「（オ）社会において情報を扱うシステムを構築し活用するための技術・制度・組織」に

含まれる中項目レベルでは、情報系専門学科、非情報系専門学科とも、「情報システムを開

発する技術」の割合が、他の中項目より高く、「制度・組織」よりも「技術」に重点が置か

れていることがわかる。	

	 ACM/AIS が策定した IS	2010 において、「アプリケーション開発」はコアではなく選択と

なっているのに対して、日本においては「情報システムを開発する技術」の高いこと、さ

らに IS	2010 では「IT インフラストラクチャ」はコアに含まれるが、IS 副専攻の対象には
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含まれていないのに対して、日本においては「（イ）コンピュータで処理される情報の原理」

のウェイトが高いことを考えると、国際的な動向と、日本における実態との差違が認めら

れる。	

	

1.3. J07-IS の内容 

	 J07-IS は、ACM、AIS、AITP による IS’97 とその後継である IS	 2002、及び日本で作成

された ISJ2001 を配慮して、新たなカリキュラムとして作成したものである。	

	 J07-IS で期待している情報システム専門家像は、次の通りである。	

	

［期待される情報システム専門家像］	

情報システムの専門家として期待される人間とは、高度な職業人であって、情報システム

の作成または活用についての専門知識と能力を持ち、広い視野でシステムをまとめあげら

れる人のことである．情報システムを企画、開発する専門家、もしくは情報システムを活

用して企業や社会を変革していく専門家として期待される人間像をまとめると、次のよう

になる．	

（１）「情報システムの専門家としてのプロフェッショナリズムと職業倫理を備えている」	

情報システムの専門家であることの自覚と誇りを持ち、市民としての一般的な倫理、高度

な職業人としての倫理の上に、情報システムの専門家としての倫理を備えて真摯に仕事を

遂行する．	

（２）「プロフェッショナリズムを支えるだけの情報システムについての広く深い専門知

識、技術及び洞察力を持つ」	

新しい情報システムを作り出す、あるいは情報システムを使って組織を改革する専門家と

しての専門学術、情報技術及び関連する対象領域に関する広く深い知識と技術を習得して

いる．また、つねに新しい技術を吸収しようとする学習意欲を持ちつづけ、日々の業務の

中でも自らの経験として新たなことを学び取ることを忘れない．	

（３）「広く深い知識をまとめあげ、創造的に問題の発見と解決ができる」	

広くかつ深い知識と理解に基づき、社会や組織全体といった広い視野から検討を行ない、

的確に問題の発見ができる．そのうえで、組織の変革、情報システムの開発・導入につい

て、創造的で効果のある提案ができる．また、それを実現するための実行力も備えている．	

（４）「立場や国を超えた人たちとのコミュニケーションとプレゼンテーションができる」	

利害、興味、文化、国を超えて関係する多くの人とコミュニケーションを行ない、それぞ

れの立場を正しく理解したうえで、情報システムやその活用法を考え出すことができる．
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また、自らの考えを理解してもらえるプレゼンテーションを行なうことができ、リーダシ

ップと協調性を備えている．	

	 J07-IS は、図 6 に示すように、ラーニングユニット(LU)と知識体系(ISBOK)を中心に構

成されている。LU は、教育目的、学習目標、関連する ISBOK によって構成される。LU を活

用してカリキュラムを作成できることを示すため、モデルコースを LU の集まりとして示

している。	

	

	

図 6 J07-IS のカリキュラムの仕組み 

「“情報システム領域(J07-IS)”情報処理,	Vol.	49,	No.7	(Jul.	2008)」の図-2 をもと

に追加・修正	

	

LU	 は理解しやすいストーリでまとめられるために話題の切り口に依存し、また使い方

に適した粒度で作成される。粒度の大きいものでは科目に相当する LU	 があり、粒度の小

さなものでは一つの用語の説明に相当する LU	もある。小さな LU	を内包した LU	も存在す

る。	

J07-IS で示されたモデルコースは、図 7に示したものである。J07-11 として、「対象領

域の情報システム」を用意することで、教育機関が提供する対象領域によってカスタマイ

ズできるようにしている。	
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図 7 J07-IS のモデルコース 

「“情報システム領域(J07-IS)”情報処理,	Vol.	49,	No.7	(Jul.	2008)」の図-3 をもと

に追加・修正	

	

2. カリキュラム標準 J17-IS（要約） 

2.1. 構成 

2.2 では J17-IS が IS2010 を元にしてどのように作成したか、J07-IS とどのように違う

のかについて述べる。2.3 ではラーニングユニットをどのように作成・改定したのか述べ

る。2.4 では、7つのコアコースの学習目標の日本語訳と、新たに用意した LU の事例を示

す。2.5 では、副専攻等も含め、IS に関連する教育プログラムでの実現方法について述べ

る。2.6 では、今後の改訂の計画について述べる。	

	

2.2. J17-IS 策定の考え方 

J17-IS は、IS	2010 に加えて、コアカリキュラムの学習目標を満たすラーニングユニッ

ト(LU)を用意したものとする。	

1.1 で述べたように、ACM/AIS が策定した IS	 2010 は、その元となっている IS	 2002 か

ら大きなバージョンアップがなされている。J07-IS は、IS	2002 を大いに参考にして作成

されているため、IS	2010(J17-IS)と J07-IS との間にも大きな変化があると言える。	

具体的な成果物の差異は、次の通りである。	

l BOK（知識体）の違い。J07-IS では、3 領域（情報技術、組織と管理概念、システムの

理論と開発）にわたって、その下に 3階層の詳細な BOK が策定されている。一方、IS	
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2010 では 4 領域であり IS 固有の領域ではその下に 2 階層と簡素化されている。コン

ピューティング領域は、詳細を CS で記述するとされている。	

l LU（ラーニングユニット）の違い。J07-IS は、LU を中心に構成されている。一方、IS	

2010 においては、LU は用意されていない。	

l モデルコースの違い。J07-IS のモデルコースと比べて、IS	2010 のモデルコースは簡

素化されている。	

l 科目事例の違い。J07-IS は、LU を活用して構成された科目事例が用意されている。そ

の科目を利用したモデルカリキュラムを 5つ用意した。IS	 2010 では選択科目事例が

示され、キャリアトラックにしたがいどの選択科目を学習するのか、コア科目をどの

程度学習するのか示している。	

	

	 以上に述べた差異がある一方、IS の専門家の人材像の方針に大きな違いはない。対象ド

メインをビジネス領域から広げることは、J07-IS から想定されている。1.2 で示した日本

の高等教育機関で実施されている多様な IS 教育の現状に対して、J17-IS が寄与していく

ためには、IS	 2010 が示しているカリキュラムの柔軟性の考えを含んでいることが望まし

い。	

そのため J17-IS は基本的に IS	 2010 とし、それに加えて、日本の各高等教育機関が IS

のカリキュラム、科目を構築する上で参考にできる基本単位になる LU を用意することと

する。LU は J07-IS のものをベースとして、本 WG で修正・追加する。	

	

2.3. J17-IS における LU のアップデート 

	 IS	 2010 で規定されている、7 つのコアコースの学習目標を達成できる LU を、本 WG で

は優先的に作成することとした。具体的には、以下の作業を行うこととした。	

1. J07-IS の LU を、７つのコアコースそれぞれに割り当てられるもの、選択科目として

重要なシステム開発に割り当てられるもの、それ以外に仕分けした。	

2. 仕分けした LU を精査し、現在の文脈にあわせて記述し直した方が良い箇所を修正し

た。	

3. コアコースの学習目標と、J07-IS の LU とを付け合わせ、コアコースの学習目標の内、

対応する LU がない学習目標を抽出した。	

4. 抽出した学習目標を達成するような、新たな LU を作成した。	

5. 新たな LU を作成する際、及び従来の LU を修正する際、セキュリティなど、IS で現在

重要となっている内容を含むようにしている。	
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以上の作業により、7 つのコアコースの学習目標すべてをカバーする LU を、J17-IS では

用意できた。その数は表 2 に示した通りである。ただし、「IS	2010.1 情報システムの基礎」

は、基本的な内容のため、IS	2010.2～7 の LU を利用しなければならないことがある。	

	

表 2 IS 2010 コアコースと対応する LU 数 

コアコース名	 LU 数	

IS	2010.1 情報システムの基礎	 26	

IS	2010.2 データと情報マネージメント	 37	

IS	2010.3 エンタープライズアーキテクチャ	 14	

IS	2010.4	IS	プロジェクトマネージメント	 27	

IS	2010.5	IT インフラストラクチャ	 54	

IS	2010.6	システム分析および設計	 28	

IS	2010.7	IS 戦略、マネージメント、獲得	 34	

	

	 今回、新たに用意した LU は、LU 全体の教育目的、それを達成するための具体的な複数

の学習目標から構成される内容としている。J07-IS の LU に記述されていた、関連する知

識体、レベル、学年等は含まないこととしている。	

	 IS	 2010 では、７つのコアコースは概念であり、各高等教育機関で実施する際には、一

つの授業の内容が複数の科目に分けるなどすることができるとある。J17-IS において、コ

ースより小さな粒度である LU を数多く用意することは、日本の各高等教育機関が IS 教育

を実施する上で、J17-IS を参考にする機会を増やすことになると考えている。	
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2.4. コアコースの学習目標と関連する LU 例 

コースごとに、学習目標の日本語訳と、LU の中から代表的なものを約 10 個選び、以下

に掲載する。	

	

IS 2010.1 情報システムの基礎 

【コースの学習目標】	

1. 今日、情報システムが使われる方法と理由を理解する。	

2. 情報システムの技術、人、組織の構成要素について説明する。	

3. グローバル化と、グローバル化の発展において情報システムが果たした役割を理解す

る。	

4. 「競争優位を築くもの」と「競争を保つために必要なもの」のためにいろいろな事業

が情報システムをどのように利用しているかを理解する。	

5. 情報システム投資の価値を理解するとともに、費用と便益の両方を見積もるなど、新

しい情報システムのビジネス事例を策定することを学ぶ。	

6. 情報システムインフラストラクチャの主要コンポーネントを把握する。	

7. リスクを軽減するとともに、災害についてあらかじめ計画を立てるとともに、災害か

ら復旧させる。	

8. 情報システムが個人、組織、政府の間で新しい形の商取引をどのように可能にしてい

るかを理解する。	

9. 新しい形態のコミュニケーション、コラボレーション、およびパートナーシップを可

能にする新興テクノロジーに注目する。	

10. さまざまな種類の情報システムが、組織のさまざまなレベルや業務機能の意思決定を

サポートするためのビジネスインテリジェンスを得るために必要な情報を、どのよう

に提供するかを理解する。	

11. エンタープライズシステムが顧客やサプライヤとより強固な関係を築く方法と、これ

らのシステムが組織の構造と業務プロセスを実施するために広く使われる方法を理解

する。	

12. 組織が情報システムと技術をどのように開発し、獲得するかを理解する。	

13. 人と技術の両方のセキュリティ対策に焦点を当て、情報システムのリソースを保護す

る方法を理解する。	

14. 社会で関心をもたれている情報システムの倫理的懸念と、犯罪、テロ、戦争で使われ

ている情報システムの影響を評価する。	
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【LU 例】	

LU	ID	 タイトル	 教育目的	 学習目標	

1004	 情報技術と社

会	

社会における情報技術

の応用について紹介

し、社会と情報技術の

関連について説明する

こと。	

社会で利用されている情報システ

ムの仕組みと役割、利点と欠点に

ついて、具体例をあげて説明でき

る。	

社会における情報技術のインパク

トについて説明できる。	

企業内とグローバル環境とを対比

して、情報システムの役割を説明

できる。	

0708	 費用対効果分

析	

情報システム化投資の

有効性を説明するため

の費用対効果分析につ

いて理解させること。	

システム開発費用の見積り方法を

理解し、説明できる。	

ライフサイクルの総費用と、期待

される総効果を比較する方法を説

明できる。	

1120	 社会生活で利

用されるネッ

トワーク技術	

社会生活で利用されて

いる又は利用されるで

あろう様々なネットワ

ーク技術について意識

付けし，その特徴や社

会に対するインパクト

について議論させるこ

と。	

個人が利用できるブロードバンド

通信網やモバイル通信網及びそれ

らの網を利用する端末の具体例を

知り，その特徴及びその特徴を活

かした利用法，問題点を理解し説

明できる。	

ブロードバンド通信網，モバイル

通信網の普及によって，SOHO など

の仕事のやり方，家庭から企業サ

ービスへのアクセス，個人同士の

情報交換，などがどのように変化

していくのか議論できる。	

ネットワーク上のクライアントサ

ーバ型サービス及び P2P 型サービ

スとしてどのようなサービスがあ

るのか具体例を知り，その特徴及	
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びその特徴を活かした利用法，問

題点を理解し説明できる。	

0122	 個人対組織の

情報システム	

個人の情報システム要

求と組織の情報システ

ム要求を関連づけるこ

と。	

個人の情報システムと組織の情報

システムに関して、アプリケーシ

ョン計画、開発、リスク管理につ

いて比較し対比できる。	

ユ－ザ開発のシステムにおける潜

在的な問題について説明できる。	

1301	 IS の社会的意

義	

今後の知識社会におけ

る情報システムの意義

(プロフィット及びリス

ク)について理解させる

こと。	

コンピュータ技術及び情報システ

ムの歴史についての知識を持つ。	

情報倫理についての知識を持つ。	

0605	 ビジネスプロ

セス	

ビジネスの定式化につ

いて理解させること。	

ビジネスモデル，ビジネスプロセ

スとは何かを理解する。	

ビジネスプロセスの表現手法を理

解し，簡単なモデルを記述でき

る。	

ビジネスのモデリングを行い，シ

ミュレーションを行うことができ

る。	

0607	 協働作業支援

のための情報

システム	

コミュニケーションや

コラボレーションに対

する効果的な情報シス

テムの活用方法につい

て理解させること。	

企業で用いられている情報システ

ムのタイプとその特徴を述べるこ

とができる。	

コミュニケーションやコミュニケ

ーションを支援する情報システム

について理解し，その特徴を述べ

ることができる。	

0606	 問題解決と経

営意思決定	

問題解決と意思決定に

対するアプローチを理

解させること。	

問題とは何か，どのような問題の

タイプがあるのかを理解する。	

問題解決のタイプについて理解す

る。	
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	 	 	 	 	 	 意思決定問題に対するアプローチ

を理解する。	

0137	 情報使用の戦

略	

個人の情報管理環境に

ついて説明し、情報資

源の実装、アクセス、

使用に関する戦略と手

段を導入すること。	

データ管理、及び個人や企業や他

の情報資源へのアクセスについて

説明できる。	

個人、作業グループ及び組織の仕

事が与えられて活動するために、

必要な情報技術を説明できる。	

個人または企業の情報システムや

技術、IRM（情報資源管理）、開

発、維持、運用などの管理に関す

る要求事項について議論できる。

また、作業グループや部門や組織

の要求事項について個々の情報技

術環境と関連付けることができ

る。	

0154	 ＩＳ専門家の

倫理綱領	

情報システムに固有の

行動を評価するため

に、職業上の倫理綱領

を使用して説明するこ

と。	

専門的な組織の特徴を特定し、そ

れを記述できる。	

職業上の倫理基準の設定について

説明できる。	

社会的な文脈や権力構造の中で発

生する倫理的な問題や失敗したア

プローチを説明できる。	

所与の開発環境の中でステークホ

ルダは誰であり、開発によってそ

れぞれがどのような影響を受ける

かを説明できる。	

倫理綱領を採用することがどうい

うことなのかを説明し、プロジェ

クトにおける行動がこれらの規定

に整合的であることを保証でき

る。	
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IS 2010.2 データと情報マネージメント 

【コースの学習目標】	

1. 組織のデータおよび情報のマネジメントにおける、データベースと DBMS の役割を理

解する。	

2. DBMS と論理データモデルの歴史的発展を理解する。	

3. データが物理的にどのように格納され、どのようにアクセスされるかの基礎を理解す

る。	

4. 基本的なファイル編成技術の基礎を理解する。	

5. より広範なシステム分析および設計の文脈において、情報要求仕様プロセスを適用す

る。	

6. ある企業ドメインの情報要求を取り出すために、一つ以上の概念データモデリング手

法（ER モデリングなど）を使う。	

7. データ/情報モデリングとプロセスモデリングの結果を相互に結び付ける。	

8. 高品質のリレーショナルデータベースを設計する。	

9. リレーショナルデータベースの構造を正規化する目的と原理を理解する。	

10. 少なくとも第三正規形（3NF）になるようにリレーショナルデータベースを設計する。	

11. データ型の選択や索引づけの原則も含めて、業務用 DBMS を使ってリレーショナルデ

ータベースを実装する。	

12. 広く使用されている SQL 言語を一つ取り上げて、SQL のコンポーネントであるデータ

定義・操作・制御言語を使う。	

13. 簡単なデータベース管理タスクを実行する。	

14. データベーストランザクションの概念を理解し、想定したアプリケーションに適切に

適用する。	

15. さまざまなアプリケーション開発環境からリレーショナルデータベースにアクセスす

るための基本的なメカニズムを理解する。	

16. 企業情報システムにおけるデータベースと DBMS の役割を理解する。	

17. データセキュリティの重要な原則を理解し、DBMS の設計におけるデータセキュリティ

のリスクと違反を特定する。	

18. 組織におけるデータ品質と、その応用の中心的概念を理解する。	

19. オンライントランザクション処理（OLTP）とオンライン分析処理（OLAP）の違い、お

よびこれらの概念とビジネスインテリジェンス、データウェアハウス、データマイニ

ングの関係を理解する。	

20. 簡単なデータウェアハウス（「データマート」）を作る。	
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21. 構造化、半構造化、および非構造化されたデータが、いかに企業情報とナレッジマネ

ージメントの必須要素であるかを理解する。ここでは、企業内検索の原理を学ぶ。	

	

【LU 例】	

LU	ID	 タイトル	 教育目的	 学習目標	

0126	 データベース

用語と概念	

組織のデータベースの

概念、構成要素、構

造、アクセス、セキュ

リティおよび管理の考

え方について説明する

こと。	

リレーショナルデータベースの専

門用語と使い方について説明でき

る。	

組織のデータベースにアクセスす

るために必要な概念を説明でき

る。	

組織のリポジトリからデータを問

合せるためにデータベースアクセ

スの設備を利用できる。	

0410	 データベース

の動作原理	

リレーショナルデータ

ベースの理論および基

本的動作原理を理解し

てもらうこと。	

関係データモデルの特徴を説明で

きる。	

DBMS とアプリケーションの関係を

説明できる。	

RDB の専門用語を説明できる。	

概念モデリングの結果が，3NF ま

たは BCNF に相当していることが

分かる。	

関係演算の意味を説明できる。	

0213	 DBMS の役割と

機能	

データベースマネージ

メントシステムの役割

と基本的な機能を理解

させること。	

DBMS の役割、基本的な機能につい

て説明できる。	

0132	 簡単なデータ

ベースの設計	

リレーショナルデータ

ベースのパッケージを

使用するために、目的	

テーブル、関係、参照の一貫性、

正規形の概念について説明でき

る。	
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	 	 	 	 や開発について説明す

ること。	

ワークフロー図または他の要求文

書から、簡単なマルチテーブルの

データベースを設計できる。	

リレーショナルデータベースのパ

ッケージを用いてテーブルを実装

し、データを探すために幾つかの

簡単な問合せができる。	

0214	 リレーショナ

ルデータベー

スの基礎	

リレーショナル・デー

タベースの基礎知識を

理解させること。	

リレーショナル･データベースの

基本的な概念を説明できる。	

0411	 データベース

管理システム

の定義と操作	

RDBMS のスキーマ定義お

よびデータ操作ができ

るようにすること。	

リレーショナルデータベースのス

キーマ設計ができる。	

RDBMS 製品を使って，スキーマ定

義が行える。	

RDBMS 製品を使って簡単な照会が

行える。	

RDBMS 製品を使ってデータの更新

ができる。	

0215	 SQL の基礎	 SQL を使った簡単な実習

を行い、使い方を理解

させること。	

SQL の基本的な概念を説明でき

る。	

SQL を使ってデータベースの基本

的な問い合わせができる。	

0412	 トランザクシ

ョン管理の原

理	

トランザクション管理

の原理を説明するこ

と。	

トランザクションの特性 ACID を

説明できる。	

排他制御の原理と commit の意味

を説明できる。	

データベースの障害回復の方法に

ついて説明できる。	

0216	 データモデル

の基礎	

データモデルと表現方

法について詳細に説明

すること。	

データモデルの概念を説明でき

る。	
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	 	 	 	 	 	 リレーショナル･データベースで

扱うデータモデルの表現方法を理

解し、簡単なモデル作成ができ

る。	

0415	 NoSQL	 関係モデル型でないデ

ータベースの必要性と

それぞれの特長につい

て説明ができる。	

非リレーショナル型の DBMS につ

いて，どのようなトレードオフが

あるか述べられる。	

	

IS 2010.3 エンタープライズアーキテクチャ 

【コースの学習目標】	

1. エンタープライズアーキテクチャの分析と意思決定のためのさまざまなフレームワー

クを理解する。	

2. アーキテクチャ候補ごとに総所有コスト（TCO）と投資収益率（ROI）を評価する。	

3. 企業のポートフォリオ全体に渡るリスクを評価し、マネージメントするための手法を

活用する。	

4. 新技術群の統合性を評価し、計画する。	

5. 仮想化と監視の使用、電源と冷却の問題を含めて、システム管理を検討する。	

6. 急激に拡大するコンテンツの種類と量を適切に扱う。	

7. データ/情報アーキテクチャの中心概念を理解し、既存のデータ/情報アーキテクチャ

設計を評価する。	

8. ビジネスの継続性を計画する。	

9. サービス指向アーキテクチャ（SOA）の利点とリスクを理解する。	

10. エンタープライズアーキテクチャにおける監査とコンプライアンスの役割を理解する。	

11. サプライヤ、政府などの組織間で企業情報システムの統合性を理解する。	
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【LU 例】	

LU	ID	 タイトル	 教育目的	 学習目標	

04C1	 企業情報シス

テムの中長期

的計画	

企業情報システムの発

展を構想し，中長期的

な観点で全体最適化を

図ることの重要性を提

示する。	

中長期的視点で，企業情報システ

ムの最適化の重要性を説明でき

る。	

EA の参照モデルを例示できる。	

2401	 エンタプライ

ズ情報システ

ムの構造	

IT によって実現される

企業情報システムの構

造を理解させる。	

業務や経営の目的を達成するため

の仕事の手順であるビジネスプロ

セスを支援するエンタプライズ情

報システムは、以下の 3階層で成

り立っていることを説明できる。

また、各階層における働きを説明

できる。	

	 	 ・アプリケーション	

	 	 ・プラットフォーム	

	 	 ・インフラストラクチャ	

2404	 ビジネスアー

キテクチャ	

ビジネスアーキテクチ

ャをモデリングできる

ようにする。	

エンタープライズレベルのビジネ

スアーキテクチャをどのように把

握し、それを情報システムの概念

レベルのデータ構造として表現す

る概念データモデリングを行える

ようになる。	

	 ・ビジネスアーキテクチャの概

念と作成法を理解する。	

	 ・概念データモデリングの作成

法を理解する。	

2407	 システム・イ

ンテグレーシ

ョン	

情報システム開発にお

ける様々な要素を統合

する監理について理解

させる。	

情報システム開発に関与する様々

なステークホルダー間の取引構造

を知る。	
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2409	 IT 制御・管理

フレームワー

ク	

IT サービスマネジメン

トにおける業界の「ベ

ストプラクティス集

（成功事例）」を文章

化したフレームワーク

である ITIL を理解させ

る。	

IT はビジネス上不可欠となってい

る反面、運用を誤ると企業にとっ

て重大なリスクにもなりえる。こ

のため、ビジネス戦略を実現さ

せ、なおかつリスクを最小限にす

るために、本来あるべき姿の IT

運用を目指すために以下のことを

理解する。	

・構成管理の徹底	

・障害管理の手順化	

・サービスデスクの充実化	

・運用業務のベンチマークとして

の活用	

・運用サービス部門としてのサー

ビスメニュー、サービスレベルを

明確化し、その業務プロセスを定

義	

・費用対効果を重視したキャパシ

ティ管理	

0161	 IT 使用の展開	 組織のバリューチェー

ンやサプライチェーン

概念、および伝統的な

経営活動の特徴とイン

ターネット技術を用い

た経営活動の発展の違

いを説明すること。	

組織のバリューチェーンやサプラ

イチェーンの概念を説明できる。	

伝統的な組織とインターネット技

術を用いて展開している組織の違

いを説明できる。	

2406	 サービス指向

アーキテクチ

ャ	

大規模なコンピュー

タ・システムを構築す

る際の概念あるいは手

法の一つであるサービ

ス指向アーキテクチャ

（SOA）を理解させる。	

システム・オブ・システムの要求

をまとめる上で現れる問題を列挙

できる。	
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2412	 グリーン IT	 環境配慮の原則を IT に

適用することを理解さ

せる。	

グリーン IT は、環境配慮の原則

を IT に適用したものであること

を理解する。	

	 ・IT を活用して省資源、省エネ

ルギーを実現することを学ぶ。	

	 ・IT 自体の省資源化、省エネル

ギー化を実現することを学ぶ。	

0110	 モデルとＩＳ

に関する組織

的な関係	

組織の他のモデルと情

報システムとの関係を

示すこと。	

情報システムの分析と開発のため

に、一般システム理論を如何に適

用できるかについて議論すること

ができる。	

2410	 ビジネス継続	 災害や事故に遭遇して

もビジネスを継続する

ことの重要性を理解さ

せる。	

災害などの緊急事態が発生したと

きに企業が損害を最小限に抑え、

事業の継続や復旧を図るための計

画である事業継続計画を学ぶ。	

2411	 監査と法令順

守	

コーポレートガバナン

スの基本原理の一つで

企業コンプライアンス

とその監査を理解させ

る。	

企業が法律や内規などのごく基本

的なルールに従って活動する事、

またはそうした概念を指すコーポ

レートガバナンスの基本原理の一

つである企業コンプライアンスの

重要性を学び、その監査について

を学ぶ。	

 

IS 2010.4 IS プロジェクトマネージメント 

【コースの学習目標】	

1. 情報システムプロジェクトを開始、指定、優先順位付け、これらのプロジェクトの実

現可能性のさまざまな側面を決定する。	

2. 現代の組織におけるプロジェクトマネージメントの定義、範囲、および必要性を含む、

プロジェクトマネージメントの基礎を理解する。	

3. プロジェクトマネージメントライフサイクルの各段階を理解する。	

4. リーダーシップとチームモチベーションの基礎を含むプロジェクトチームのマネージ

メントを行う。	
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5. チーム内部でも、外部の他のプロジェクト関係者へでも、プロジェクトコミュニケー

ションをマネージメントする。	

6. プロジェクトの選択やプロジェクトスコープの定義など、プロジェクトを開始する。	

7. 適切な技術とツールを使用してプロジェクトのスケジュールをマネージメントする。	

8. 人材、資本設備、時間などのプロジェクトリソースをマネージメントする。	

9. プロジェクトの品質に対する脅威の識別、プロジェクトの品質を測定する技術、プロ

ジェクトの品質を保証する技術など、プロジェクトの品質をマネージメントする。	

10. プロジェクトリスクの識別、プロジェクトリスクの確実な管理などのプロジェクトリ

スクをマネージメントする。	

11. 外部調達および外部調達の理解、外部調達のマネージメント手順など、プロジェクト

調達プロセスをマネージメントする。	

12. プロジェクトの進行状況を監視し、プロジェクトの変更をマネージメントし、プロジ

ェクトの状態を適切に文書化し、伝達するなど、プロジェクトの実行をマネージメン

トする。	

13. 情報の追跡とコストと変更管理の手法によりプロジェクトをコントロールする。	

14. プロジェクトを終結する。これには、管理、人員、および契約終結(contractual	

closure)を含む。	

15. 複雑なプロジェクトにおける法的問題に対処する仕組みを理解する。	

16. 組織内のグローバルチームと協力して、またはオフショアアウトソーサーを従事させ

ることで、民族文化の違いを正しく理解する。	

	

【LU 例】	

LU	ID	 タイトル	 教育目的	 学習目標	

0710	 システム開発

プロジェクト

の管理	

情報システム開発プロ

ジェクトの特徴を理解

させ、プロジェクト管

理の必要性について考

察させること。	

プロジェクトマネジャーの役割を

説明できる。	

プロジェクト管理の管理対象とそ

の管理方法を説明できる。	

0442	 プロジェクト

管理の基礎	

プロジェクト管理の基

本的概念を理解させる

こと。	

プロジェクト管理の基本用語およ

び管理対象を説明できる。	

プロジェクトの進捗評価技法を知

っている。	
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要求の変更管理の重要性を説明で

きる。	

0445	 プロジェクト

ファシリテー

ション	

プロジェクト遂行のた

めのチームワークを構

築させること。	

プロジェクトにおけるリーダシッ

プの重要性を知っている。	

プロジェクトファシリテーション

とツールを知っている。	

0444	 プロジェクト

計画書	

簡単なプロジェクト計

画書を書けるようにす

ること。	

スコープの定義とその検収条件を

記述できる。	

作業定義と所要時間の見積もりに

基づいて，スケジュールできる。	

コストの見積もりができる。	

プロジェクトの工程設計ができ

る。	

品質計画を立て，検査の計画が立

てられる。	

チームの組織計画と投入計画が立

てられる。	

進捗の評価と報告ができる。	

機器，要員の調達計画が立てられ

る。	

プロジェクト計画を評価し改善を

指示できる。	

1715	 PM の ICT 活用	 プロジェクトマネジメ

ントにおける ICT 活用

を理解すること。	

プロジェクトマネジメントシステ

ム（PMS)の主要機能、役割を理解

できる。	

MS-Project、Open-Proj などの利

用を通して、その効果を理解でき

る。	

0206	 品質マネジメ

ント	

品質マネジメントの意

義を理解させるととも

に、関連する手法を使

えるようにすること。	

品質マネジメントの意義を説明で

きる。	

品質マネジメントの手法を理解

し、適用できる。	
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0446	 プロジェクト

におけるリス

ク管理	

プロジェクトの状態を

把握し、適切に対処さ

せること。	

進捗管理手法を知っている。	

プロジェクト進捗における課題を

推定できる。	

リスクの評価と対応策が立てられ

る。	

プロジェクトの課題に対する適切

な対応案を述べられる。	

1714	 ステークホル

ダー・マネジ

メント	

プロジェクト成功への

ステークホルダーの重

要性を理解し、そのマ

ネジメント手法を使え

るようにすること。	

ステークホルダー特定、ステーク

ホルダーマネジメント計画、ステ

ークホルダー・エンゲージメント

マネジメント、ステークホルダ

ー・エンゲージメントコントロー

ルを理解し、説明できる。	

0205	 コスト･マネジ

メント	

コスト･マネジメントの

意義を理解させるとと

もに、関連する手法を

使えるようにするこ

と。	

コスト･マネジメントの意義を説

明できる。	

コスト･マネジメントの手法を理

解し、適用できる。	

3001	 プロジェクト

活動における

異文化理解	

民族文化の差異が組織

内外のグローバルチー

ムにおけるプロジェク

ト活動に与える影響を

理解してもらうこと。	

	 	

 

IS 2010.5 IT インフラストラクチャ 

【コースの学習目標】	

1. コンピューティングソリューションにおけるデータ表現と操作の重要な原則を理解す

る。	

2. 階層化システムアーキテクチャの基礎となる原理を理解し、階層化システムアーキテ

クチャのコンピュータとネットワークへの適用を理解する。	
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3. IT インフラストラクチャソリューションのコア要素であるクライアント、サーバー、

ネットワークデバイス、有線および無線のネットワークリンク、システムソフトウェ

ア、特殊なセキュリティデバイスなどの相違点と類似点を理解する。	

4. IT インフラストラクチャコンポーネントをさまざまな組織環境でインフラストラク

チャソリューションに組織する方法を理解する。	

5. サービス仮想化の根底にある原則を理解する。	

6. 相互に接続されたコンピューティングデバイス間の通信を可能にするためにプロトコ

ルがどのように使用されるかを実際的な例を通して理解する。	

7. 標準技術のコンポーネント、サーバー、セキュリティデバイス、および数種類のコン

ピューティングクライアントに基づいたネットワークを含む、小規模組織向けの IT イ

ンフラストラクチャソリューションを構成する。	

8. IP サブネット化を含む簡単なネットワーク設計の問題を解決するために、IP ネット

ワークの根底にある基本概念を適用する。	

9. IT インフラストラクチャコンポーネントとしてのインターネットの役割と構造を理

解し、インターネットの使用に基づいた簡単なインフラストラクチャソリューション

を設計する。	

10. 大規模な組織の IT インフラストラクチャソリューションのコンポーネントと構造を

効果的に使用できるレベルで理解する。	

11. 大規模組織 IT インフラストラクチャソリューションのマネージメントにおける IT コ

ントロールおよびサービスマネージメントフレームワークの役割を理解する。	

12. 設計と実装のソリューションを提供するベンダーと交渉する。	

13. クラウドコンピューティングなどの仮想コンピューティングサービスプロビジョニン

グモデルが組織のために作成する機会を理解する。	

14. IT インフラストラクチャ設計ソリューションのセキュリティおよびビジネス継続性

への影響を分析し、理解する。	

15. 単純なインフラストラクチャセキュリティソリューションを構成する。	

16. IT インフラストラクチャの決定による環境およびリソース消費の影響を最小限に抑

える。	
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【LU 例】	

LU	ID	 タイトル	 教育目的	 学習目標	

1104	 通信ネットワ

ークの標準及

び標準化組織	

通信ネットワークの標

準，標準化団体とその

標準に慣れ親しませる

こと。	

標準の役割，標準化団体とその標

準の役割を，ローカルからグロー

バルまでの通信ネットワークを実

現するためのまとめ役として理解

し説明できる。	

通信ネットワークに関連するデー

タのディジタル符号化を説明でき

る。	

1106	 通信ネットワ

ークのアーキ

テクチャ，ト

ポロジー，プ

ロトコル	

通信ネットワークのア

ーキテクチャ，トポロ

ジー，プロトコルを示

すことができるように

すること。	

ISO モデルの各層の機能について

理解し説明できる。	

ISO モデルの各層の機能での通信

機械間における「仮想的な」通信

の概念を説明できる。	

通信ネットワークシステムに対す

る共通のトポロジー，実現方法と

及びその問題点を理解し説明でき

る。	

ビット及びバイトのプロトコルの

構造と命令を理解し説明できる。	

通信ネットワークサービスを議論

し，ISO モデルの特定の実現を分

析できる。	

ISO モデルと TCP/IP モデルを比較

し説明できる。	

1011	 通信機器のハ

ードウェア／

ソフトウェア	

コンピュータと通信機

器の基本的な特徴と構

成要素およびシステム

ソフトウエアをシステ

ムの用語で説明し、要	

システムズアプローチを使って、

通信システムのハードウエア/ソ

フトウエアの各要素を説明し、各

要素間の相互関係の本質を図式化

して議論できる。通信システムの

目的、期待と品質について、シス	



	 32	

	 	 	 	 素の相互関係を明らか

にすること	

テム用語を用いて説明し、各要素

が合目的的にどのように動作して

いるかを説明できる。	

1122	 ネットワーク

セキュリティ	

ネットワークに関連す

るセキュリティについ

て理解させること。	

ネットワーク，OS，サーバ，デー

タベースの脆弱性について理解

し，ウィルス，ワームがどの脆弱

性を狙ってくるのか説明できる。	

ネットワークセキュリティを守る

ための仕組み（ファイアウォー

ル，侵入検知システム，VPN な

ど）について理解し，説明でき

る。	

公開鍵暗号の原理を共通鍵暗号と

の対比で理解し説明できる。公開

鍵暗号を利用した様々なアプリケ

ーション（SSL，電子署名など）

を例示できる。	

1123	 Web 技術の基礎	 Web の基本技術，標準化

団体について理解させ

ること。	

World	Wide	Web の構造を理解し，

それを表現する言語としての

HTML(XHTML),	資源を特定する記

述としての URI を説明できる。	

Web におけるサーバとクライアン

トの役割について理解し，クライ

アントサーバ間の情報のやりとり

としての HTTP の説明ができる。	

Web に関連する標準規格にどのよ

うなものがあるのか知り，標準化

団体として W3C について議論でき

る。	

1103	 通信ネットワ

ークの経済性	

通信ネットワークの経

済性，設計及び管理に	

特定のハードウェア及びソフトウ

ェア構成要素を含む通信ネットワ	
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	 	 及び設計に関

する問題	

関連する問題点を探求

させること。	

ークシステムを分析し設定するス

テップを説明できる。	

相互接続システムにおける各種中

継装置の目的を説明できる。	

1633	 IT インフラの

運用管理	

IT インフラの運用方法

を理解する。	

IT インフラの運用段階で、オペレ

ーション、監視、インシデント対

応、トラブル対応、ヘルプ対応

等、日々の業務を理解する。	

ITIL に記述された、運用管理のベ

ストプラクティスを理解する。	

1632	 適用技術、製

品の選定	

情報インフラの要素製

品、技術の導入方法を

理解する。	

IT インフラを構築するために必要

な、機器や技術をどのような観点

で、どのようなプロセス（調査、

評価、交渉、購入、検収等）を経

て導入するかを理解する。	

IT インフラに関わる業務機能（コ

ンサル、販売、ソリューション、

保守、サービス）と、典型的なベ

ンダ間の関係を理解する。	

1641	 クラウドコン

ピューティン

グ	

クラウドの特徴を理解

する。	

IaaS、PaaS、SaaS の特徴、違いを

説明できる。オンプロミスな構成

と比較して、そのメリット、デメ

リットを説明できる。	

著名なクラウドサービスとその特

徴が理解できる。OpenStack 等の

オープンソースベースのクラウド

構築技術を理解する。	

1621	 IT インフラに

よる可用性の

向上技術	

ネットワーク、ストレ

ージの冗長設計を理解

する。	

ビジネス継続のために IT インフ

ラの可用性の向上の必要性を理解

する。	
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	 	 	 	 	 	 ネットワーク、サーバ機、ストレ

ージを組み合わせた冗長構成の必

要性と、典型的な冗長構成（ホッ

トスタンバイ、マルチリンク、マ

ルチルート、RAID 等）を理解す

る。	

	

IS 2010.6 システム分析および設計 

【コースの学習目標】	

1. 情報技術ベースのソリューションを使用して対処できるビジネスニーズのタイプを理

解する。	

2. 情報システムプロジェクトの開始、特定、優先順位付け、およびこれらのプロジェク

トの実現可能性のさまざまな側面の決定。	

3. プロジェクトを開始する問題、機会、または権限を明確に定義する。	

4. ビジネス状況（問題または機会）の分析と、形式的な技法によるモデリングと、ビジ

ネスが実施される方法で生産的な変革を可能にするシステムへの要求仕様の作成に対

して、少なくとも一つの特定の方法論を使用する。	

5. 学生が学ぶ方法論の文脈の中で、明確かつ簡潔なビジネス要求文書を作成し、それら

を技術仕様書に変換する。	

6. さまざまな技術を使用して情報を収集するために、また提案されたソリューション特

性をステークホルダーに伝えるために、さまざまな組織のステークホルダーと効果的

にコミュニケーションをとる。	

7. 確立されたプロジェクトマネージメント方法を使用して情報システムプロジェクトを

マネージメントする。	

8. パッケージシステム（ERP、CRM、SCM など）の使用、設計および開発リソースの委託を

含む、さまざまなシステム調達の選択肢を明確にする。	

9. プロセスおよびデータモデリングに使用するために、現在使われている CASE ツール

を使用する。	

10. 調達の選択肢を体系的に比較する。	

11. システム開発プロセスの初めから、高いレベルのセキュリティとユーザーエクスペリ

エンスにつながる原則を組み込む。	
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12. 高水準の論理システム特性（ユーザーインターフェース設計、データおよび情報要件

の設計）を設計する。	

13. 代替的なソリューションの中で倫理的、文化的、法的な問題とその可能性を分析し明

確にする。	

	

【LU 例】	

LU	ID	 タイトル	 教育目的	 学習目標	

1314	 コンピュータ

活用ビジネス

の理解	

情報技術ベースのソリ

ューションをいかした

ビジネスについて理解

させること。	

ビジネス活動における技術の役割

について理解できる。	

0703	 システム開発

プロセスとコ

ンセプトオブ

オペレーショ

ン	

情報システムの開発プ

ロセスとライフサイク

ルモデルについて理解

させること。	

情報システムの開発プロセスとラ

イフサイクルモデルについて説明

できる。	

情報システム開発の各プロセスで

行うべき作業の内容と、作成する

べきドキュメントについて説明で

きる。	

0706	 情報システム

の分析と設計	

業務プロセスの分析と

モデル化の方法を習得

させること。	

業務プロセスをモデル化し、図式

表現（DFD/UML)することができ

る。	

業務改善を提案し、機能、性能、

信頼性に関する要求仕様をまとめ

る事ができる。	

1030	 システム視点

の検証と検定	

システム視点からの検

証、検定方法を提示す

ること。	

検証と検定のプロセスを説明でき

る。	

手続き指向および（/または）オ

ブジェクト表記の双方に対して、

手作業のリエンジニアリングでコ

ードの検証ができる。	
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0142	 ＩＳ製品の実

現	

情報システムを実装す

るために、市販されて

いるプログラム製品を

比較し使用する機会を

示すこと。	

パッケージをそのまま使う、カス

タマイズする、モジュールを付加

する、ユニークなアプリケーショ

ンを構築する、別のアプローチを

示す、ことなどができる。	

コンピュータハードとソフトを入

手する考え方を説明できる。	

見積要求や契約を行うプロセスを

説明できる。	

契約締結のフェーズを説明し、各

種の契約の具体例を書くことがで

きる。	

0134	 プロトタイピ

ングによるＩ

Ｓ開発	

プロトタイプ・プロセ

スについて説明し、開

発ツールを利用してア

プリケーションプロト

タイプに評価と改良を

適用すること。	

終了に際して、要求事項とアプリ

ケーションの性能を比較できる。	

アプリケーションの検証プロセス

で、別の結果と識別できる。	

プロトタイプ適用ソフトにおける

エラーの可能性や結果について評

価できる。	

プロトタイプを改良するために、

入力、出力、及び処理の修正がで

きる。	

0144	 ＩＳ設計と実

装方法の検討	

論理設計をする方法、

それを実装する方法、

更にそれらを比較分析

する方法などを示すこ

と。	

市販のツールなどを使用して上流

のドキュメントを作成することが

できる。	

0145	 上流における

UX の評価	

高いユーザーエクスペ

リエンスにつながる，

上流工程のやり方を理

解できるようにするこ

と。	

情報システムを短期間に開発する

ためにラピッドプロトタイピン

グ、またはそれと類似のメカニズ

ムを使用できる。	



	 37	

0497	 ユースケース

設計	

ユースケースを使った

機能設計ができるよう

にすること。	

機能とは何かを説明できる。	

機能要求をユースケースの形式で

表記できる。	

ユースケース記述が相互に漏れや

矛盾がないことを確認できる。	

9001	 システムレベ

ルのグローバ

リゼーション	

倫理的、文化的、法的

な問題とその可能性を

分析し明確にする。	

	 	

 

IS 2010.7 IS 戦略、マネージメント、獲得 

【コースの学習目標】	

1. IT マネージメントと CIO の役割、組織内の IS マネージメントの構造化、企業内の IS

専門家のマネージメントなど、情報システム領域内のさまざまな業務機能とアクティ

ビティを理解する。	

2. 非 IT 部門の上級管理職の視点から、情報システムがどのように中核的かつ支援的な

ビジネスプロセスを可能にするか、そしてサプライヤーや顧客との連携を可能にする

かを見る。	

3. 企業レベルでの情報経済学の概念を理解する。	

4. どのように IS が企業にとって競争優位の主要な源泉であるかを理解する。	

5. 社内外の IS のビジネス価値を最大限に引き出すための IS 関連活動を構築する。	

6. 既存および新興の情報技術を理解し、IS の機能とそれが組織の業務に及ぼす影響を理

解する。	

7. 企業に IS をうまく組み込んだり失敗したりすることに関連する問題と課題を評価す

る。	

8. さまざまな調達オプションを評価する能力を含む、IS のリソースと能力の獲得に関す

る戦略的決定がどのように行われるかを理解する。	

9. 授業をとおして得た情報を様々な産業や分野（領域）に応用する	

10. 組織の IS 機能をマネージメントする観点から、IT コントロールおよびサービスマネ

ージメントフレームワークの役割を理解する。	
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【LU 例】	

LU	ID	 タイトル	 教育目的	 学習目標	

1631	 情報システム

のガバナン

ス、コンプラ

イアンス	

情報システムのガバナ

ンス、コンプライアン

スを理解する。	

ITIL、COBIT 等の IT の制御、管理

用のフレームワークの意義、概要

を理解する。	

0421	 利害関係者要

求定義	

施主が組織の問題を解

決するにあたって，利

害関係者と問題の解決

状態を共有することの

重要性を理解する。	

組織の問題には利害関係者ごとに

異なる視点がありうることを説明

できる。	

2413	 ヒューマン・

リソース・マ

ネジメント	

人的資源の管理につい

て理解させる。	

採用、配置、動機付け、報酬体系

の設計、組織設計、組織開発、教

育・訓練、福利厚生、労使関係、

ダイバーシティなど管理的な機能

と開発的な機能が総合的に含有さ

れた考え方を学び、そのための情

報システムの開発と運用を考えら

れるようになる。	

0102	 戦略的要素と

してのＩＳ	

情報システムが如何に

戦略的であるか、組織

の重要な要素であるか

を示すこと。	

情報システム分野の歴史的発展に

ついて記述できる。	

組織における情報システムの戦略

的役割を説明できる。	

競争力を高める情報システム活動

の戦略性について説明できる。	

戦略的、戦術的、業務的なレベル

で、複数のアプリケーションにつ

いて相違を説明できる。	

0114	 ＩＳの実現と

アウトソーシ

ング	

アウトソーシングなど

による IS 機能の実現方

法について説明し議論

すること。	

IS 機能のいくつか（又は多く）を

外注することの有利と不利、及び

外注を要求するか否かについて説

明できる。	
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0153	 システムと品

質尺度の評価	

ライフサイクルの全て

の段階における顧客の

満足度を測るための品

質の尺度を開発するこ

との必要性を理解させ

ること。	

ライフサイクルのフェーズ毎に顧

客の満足を確認するために、品質

の尺度と性能のベンチマークを使

用し、開発活動の中でその尺度を

テストすることができる。	

0422	 情報システム

の構想	

原因除去ではなく，問

題状況を解消する新し

い理想システムを思い

描いたのちに，現実シ

ステムとのギャップを

認識し，これを埋める

方法を構想する手法を

提示する。	

理想システムを構想することの重

要性を説明できる。	

理想システムと現実との間のギャ

ップをどう埋められるかを構想で

きる。	

1111	 IS における新

しい技術の管

理	

新しい技術の管理と移

転に関連のある問題点

を議論できるようにす

ること。	

効果的なハードウェアとソフトウ

ェアを精査し選択する環境に対す

る方法を説明し，詳しく述べるこ

とができる。	

新しい技術の管理を説明できる。	

0711	 システムトラ

ブルの分析と

対策	

システム稼動後に発生

するシステムトラブル

の発生原因の分析と、

発生防止策について理

解させること。	

システムトラブルを発生させる原

因についての例示を説明できる。	

システムトラブルを発生させる原

因ごとに、発生防止策を考察でき

る。	

1635	 情報システム

部門の業務機

能	

情報システム部門の業

務機能を理解させるこ

と。	

企業、官庁等、大きな組織の情報

システム部門の業務機能を理解す

る。	
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2.5. IS カリキュラムの実施の考え方 

	 J17-IS（IS	2010）を利用して各教育プログラムで IS 教育を実施するためには、次のよ

うな手順をとることが考えられる。	

	

① 対象教育プログラムの性格にあわせて、「当該教育プログラムの対象ドメインの基礎」、

「基礎的な知識とスキル」、「IS 固有の知識とスキル」を、どのような科目群で、どの

ような修得要件で扱うのか決める。	

② 卒業生に期待する能力に応じて「IS 固有の知識とスキル」の中から、コースの学習

目標とその深さを決め、それをどの科目で、どの単位数で教育するか決める。コアを

すべて深く学習する必要はなく、また選択科目の中で、当該プログラムで必修と指定

することがあっても良い。	

③ 各科目の教育内容を決める際に、ラーニングユニットを活用する。	

	

2.6. 今後のアップデートについて 

情報技術の変革に伴い、IS 教育の具体的な内容が変化している。そのため、LU をダイナ

ミックにアップデートできる仕組みを作ることが重要であると考えている。例えば、LU を

公募する、インターネット上の仕組みを用意することが考えられる。	

	

3. ACM/AIS への報告 

	 J17-IS は、IS	 2010 を元に、それを実施するための事例として使用できる LU を追加し

たものである。IS	2002 由来の LU を除き、本 WG が作成した LU、および IS	2002 由来であ

るが本 WG が現在の情報技術にあわせて修正した LU について、その内容を英訳して報告す

る。	

	




